
『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

宅

義

夫

ま

え

カミ

き

本
稿
は
も
と
も
と
上
記
の
よ
う
な
表
題
で
書
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
別
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
書
こ
う
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
は
じ
め
の
と
こ
ろ
で
、

予
備
的
な
説
明
と
し
て
、
『
資
本
論
』

に
関
係
す
る
マ
ル
ク
ス
の
原
稿
と
し
て
こ
ん
な
も
の
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
簡
単
に
一
覧
表
的
に
し
る
そ
う
と
し
て
記
し
て
ゆ
く
う
ち
、

あ
れ
こ
れ
心
覚
え
的
に
書
き
と
め
て
い
る
と
当
初
の
意
に

反
し
て
だ
い
ぶ
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
だ
け
を
と
り
出
し
て
上
記
の
よ
う
な
表
題
の
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
し
だ
い

で
あ
る
。

な
お
、

マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
は
け
っ
き
ょ
く
に
お
い
て
『
資
本
論
』
の
作
成
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る

か
h

り、

そ
う
い
う
点
か
ら
は
、
初
期
の
経
済
学
に
か
ん
す
る
原
稿
な
い
し
著
書
を
広
く
は
『
資
本
論
』
の
準
備
原
稿
の
な
か
に
含
め
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
八
五

O
年
に
大
陸
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
移
り
住
み
、
そ
こ
で
経
済
学
の
研
究
を
新
た
に
や
り
直
し
た
と

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

/¥ 
九



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

九。

き
か
ら
の
も
の
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
、
|
|
「
ま
っ
た
く
は
じ
め
か
ら
や
り
直
し
、
新
し
い
材
料
を
批
判
的
に
研
究
し
つ

く
そ
う
」
と
「
決
意
」
し
た
(
一
八
五
九
年
刊
『
経
済
学
批
判
』
の
「
序
舌
己
)
|
|
。

ま
た
、

マ
ル
ク
ス
は
経
済
学
研
究
に
当
た
っ
て
、
読
ん
だ
書
物
、
雑
誌
、

等
か
ら
数
多
く
の
抜
き
書
き
帳

Q
M
B
G
F色
。
を
つ
く

っ
て
い
た
。
こ
の
抜
き
書
き
帳
を
つ
く
る
こ
と
は
一
八
四

0
年
代
か
ら
行
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、

そ
し
て
五

0
年
代
、
六

0
年
代
に

は
多
く
の
抜
き
書
き
帳
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
抜
き
書
き
帳
は
、

ど
う
い
う
も
の
か
ら
、

ど
う
い
う
事
柄
が
抜
き
書
き
さ
れ
て
い
る

か
を
知
り
う
る
こ
と
自
体
が
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
を
見
る
う
え
で
有
用
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
マ
ル
ク
ス
自
身

の
文
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
本
稿
で
見
て
お
こ
う
と
し
て
い
る
の
は
原
稿

(

1

)

 

い
て
も
若
干
の
こ
と
は
記
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

(冨

8
5
}内
己
主
)

で
あ
る
が
、

抜
き
書
き
帳
に
つ

(

1

)

ソ
連
の
マ
ル
ク
ス
主
義
・
レ

l
ニ
ン
主
義
研
究
所
と
東
ド
イ
ツ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
・
レ
l
ニ
ン
主
義
研
究
所
と
の
共
同
事
業
と
し
て
一
九
七
五

年
か
ら
出
版
さ
れ
は
じ
め
た
出
向
日
ミ
¥
同
誌
与
の
同
旬
白
書

zsh白
ど
(
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
。
略
称
出
向
同
ch-
メ
ガ
。
以
下
、
新
M
E
G

A
と
記
す
)
は
四
つ
の
部
(
〉
豆
町
山
宮
口
四
一
)
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
『
資
本
論
』
関
係
の
原
稿
は
第
二
部
に
、
そ
し
て
抜
き
書
き
帳
は
第
四
部
に
収
録

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
(
そ
の
他
、
第
一
部
は
、
『
資
本
論
』
お
よ
び
そ
れ
に
関
係
す
る
原
稿
以
外
の
、
す
べ
て
の
著
書
、
論
文
、
原
稿
を
、

第
三
部
は
書
簡
を
、
収
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
Y

な
お
こ
の
新
M
E
G
A
に
た
い
し
、
旧
M
E
G
A
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
研
究
所
か
ら
一
九
二
七
年
に
第
一
部
の
第
一
巻
第

一
分
冊
が
発
行
さ
れ
、
以
後
一
九
一
二
五
年
ま
で
に
第
一
部
で
第
七
巻
ま
で
、
第
三
部
で
第
一
巻

1
第
四
巻
の
計
二
一
冊
、
そ
れ
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
死
去

四
O
年
を
記
念
し
て
『
反
デ
ュ

l
リ
ン
グ
』
お
よ
び
「
自
然
弁
託
法
」
に
つ
い
て
の
も
の
が
一
九
一
二
五
年
に
別
巻
と
し
て
一
冊
発
行
さ
れ
た
の
で
、

こ
れ
を
加
え
て
合
計
一
三
冊
発
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
刊
行
が
と
ま
っ
て
い
た
(
新
M
E
G
A
は
こ
の
仕
事
を
引
き
つ
い
だ
も
の
で
あ
る
と
と

も
に
、
は
じ
め
か
ら
新
た
に
や
り
直
す
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
)
。

表
紙
の
表
題
が
国
営
三
¥
同
お
h
E
h
c
s
S
H
N雲
南
白
守
司
(
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
|
一
一
一
宅
)
で
あ
る
こ
と
は
新
旧
と
も
同
じ
で
あ
る
が
、
フ
ル
タ
イ
ト

ル
は
新
M
E
G
A
は
同
日
ミ
ミ
白
ミ
¥
句
"
よ
え
ミ
円

FNN3h川町
N
F
c
s
b暗
唱
え
阻
ま
内
向
ど
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
旧
M
E
G
A
は
同
白
三
ミ
白
ミ
¥



N
tミ
ミ
コ
円
F
N
N
3
h
h
N
F

ぬ
な
問
。
三
同
町
旨
l

冊
、
主
的
与
問
。
内
向
島
韮
芯
Hhhh白
F
F

可
町
、
ど

¥
F
M目、
q
N
S
¥
匂
司
、
九
句
、
と
な
っ
て
い
た
。
旧

M
E
G
A
の
こ
の
仕
事

は
長
年
に
わ
た
っ
て
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
文
献
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
上
記
研
究
所
々
長
リ
ャ
ザ
ノ
フ
(
ロ
・

2
目

N
8
0
4
)

の
手
で
は
じ
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
リ
ャ
ザ
ノ
フ
は
、
第
一
部
第
一
巻
、
第
二
巻
の
コ
一
冊
と
第
二
部
の
第
一
巻

1
第
三
巻
の
三
時
の
計
六
冊
を
一
九
二

七
年
か
ら
ゴ
一

O
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
出
版
し
て
き
た
が
、
し
か
し
一
九
三
二
年
は
じ
め
に
当
時
の
政
治
的
事
件
に
連
座
し
て
追
放
さ
れ
、
代
わ
っ
て

ア
ド
ラ
ッ
キ
ー
(
〈

-
K
F
E
S
S
Eむ
が
同
研
究
所
々
長
に
就
住
し
た
。
ま
た
同
研
究
所
の
名
称
は
所
長
交
代
後
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
・
レ
!

ニ
ン
研
究
所
と
改
称
さ
れ
た
ハ
こ
ん
に
ち
で
は
前
記
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
ム
セ
義
・
レ

1
ニ
ン
主
義
研
究
所
)
。

こ
の
旧
M
E
G
A
は
新
M
E
G
A
と
同
じ
四
部
編
成
の
企
画
で
あ
り
、
第
二
部
が
『
資
本
論
』
お
よ
び
そ
の
準
備
労
作
、
第
一
部
は
そ
れ
以
外
の

著
童
宍
論
文
等
、
第
三
部
は
書
簡
、
と
い
う
分
け
方
の
と
こ
ろ
ま
で
は
一
応
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
抜
き
書
き
帳
類
を
新
M
E
G
A
で
は
独
立
に
第
四

部
と
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
旧

M
E
G
A
で
は
こ
れ
を
第
一
部
に
含
め
、
第
四
部
は
索
引
に
当
て
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
。
出
版
さ
れ
た
最
後

の
第
一
部
第
七
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
た
の
は
ま
だ
一
八
四
八
年
三
月

1
一
一
一
月
の
論
文
で
あ
り
(
年
代
順
の
収
録
)
、
ま
た
第
三
部
第
一

1
第
四
巻

は
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
聞
の
往
復
書
簡
で
あ
っ
て
、
第
三
者
へ
の
書
簡
に
は
ま
だ
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
「
『
資
本
論
』
お
よ
び
そ
の

準
備
労
作
(
ロ

g
八
内
昌
広
田

-vsロ
〈
C

門出吋ず己

S
S」
と
し
て
予
定
し
て
い
た
第
二
部
は
一
冊
も
出
て
い
な
か
っ
た
(
新
M
E
G
A
で
の
第
二

部
は
り
虫
=
同
名
一
止
と
=
ロ
ロ
品

4
R
R
Z
H
S
P
と
記
さ
れ
て
い
る
)
。

な
お
、
目
M
E
G
A
に
つ
い
て
の
紹
介
と
し
て
は
杉
原
四
郎
「
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
(
宮
切
の
〉
〉
」
(
杉
原
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル

ス
文
献
抄
』
、
一
九
七
二
年
、
未
来
社
刊
、
一
五
五

l
七
九
ペ
ー
ジ
)
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
七

O
年
に
西
ド
イ
ツ
の
オ

l
ベ
ル
マ
ン

(〉戸

4
R
S
S
S
社
か
ら
全
ご
ニ
冊
の
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
新

M
E
G
A
第
一
部
第
一
巻
最
初
の
「
全
集
へ
の
序
一
吉
ロ
ハ
ぎ
門
戸
司
D
3
N
C
円

。自由国
B
S
5官
耳
)
」
の
と
こ
ろ
で
も
、
旧

M
E
G
A
に
つ
い
て
|
|
比
較
的
簡
単
に
で
は
あ
る
が
!
i
記
さ
れ
て
い
る

3
・
ω
1
1
g
J。

一
入
五
七
年
i
五
八
年
の
原
稿
!
ー
の
さ
ロ
骨
2
8

一
八
五
七
年
一

O
月

t
五
八
年
五
月
に
七
冊
の
ノ

i
ト
に
書
い
た
一
連
の
原
稿
。
こ
れ
は
の
さ
ミ
コ
ロ
司
門
出
向
可
同
ミ
免
除
門
出
向
可
』
v
q
h
H
礼
的
与
さ

。
」
『
む
き
§
九

m

Q
経
済
学
批
判
要
綱
』
〉
と
名
づ
け
ら
れ
て
、

一
九
三
九
年
に
本
巻
〈
七
冊
の
ノ

I
ト
の
本
文
を
収
め
た
も
の
)
が
、

一
九
四
一
年

司
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
£

九



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

九

に
補
巻
が
、

モ
ス
ク
ワ
の

M
・
E
-
L
研
究
所
編
で
出
版
さ
れ
、
戦
後
一
九
五
三
年
に
こ
の
モ
ス
ク
ワ
版
を
一
冊
に
合
わ
せ
て
写
真
印
刷

を
し
た
も
の
が
、
東
ド
イ
ツ
の
デ
ィ

l
ツ

(
E
2
N
)
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
(
以
下
、
七
時
の
ノ

l
ト
の
原
稿
の
ほ
う
を
の
さ
包
ユ
回
目
白
と
呼
び
、

こ
れ
と
区
別
し
て
こ
の
出
版
さ
れ
た
本
の
ほ
う
を
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
)
。

そ
の
後
一
九
六
八
年
と
六
九
年
に
、

ロ
シ
ア
語
版
マ
ル
グ
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス

司
令
町
内
第
二
版
の
第
四
六
巻
第
一
冊
、
第
二
冊
と
し
て

ロ
シ
ア
語
で

l
ー
し
か
し
翻
訳
に
当
た
っ
て
は
一
九
三
九

i
四
一
年
に
出
版
し
た
ド
イ
ツ
文
と
原
稿
と
を
改
め
て
対
比
し
て
訂
正
を
加
え

(
2〉

l
l出
版
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
七
六
年
に
は
新
M
E
G
A
の
第
二
部
第
一
巻
第
一
冊
と
し
て
前
半
部
分
|
|
く
わ
し
く
は
後
述

i
iが
出

版
さ
れ
た
。

(

2

)

こ
の
ロ
シ
ア
語
版
に
つ
い
て
は
山
本
義
彦
「
ロ
シ
ア
語
版
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
つ
い
て
」
、
川
、
制
(
大
阪
市
立
大
学
『
経
済
学
雑
誌
片

一
九
七
二
年
八
月
、
九
月
)
に
お
い
て
、
こ
れ
の
紹
介
、
お
よ
び
ロ
シ
ア
語
版
に
付
さ
れ
て
い
る
ソ
連
M
・
L
研
究
所
の
序
文
の
邦
訳
、
ロ
シ
ア
語

版
の
目
次
と
ド
イ
ツ
語
版
の
目
次
と
の
対
照
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
後
同
氏
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
語
版
に
付
さ
れ
て
い
る
編
集
者
注
の
邦
訳

が
な
さ
れ
て
い
る
(
「
ふ
た
た
び
ロ
シ
ア
語
版
円
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
つ
い
て
」
、
川
、
川
ー
ー
静
岡
大
学
司
法
経
研
究
』
、
一
九
七
五
年
一

O

月
、
七
六
年
二
月
)
。

こ
の
七
冊
の
ノ

I
ト
の
う
ち
第
一
冊
と
第
二
冊
の
は
じ
め
の
部
分
は

同
ワ
器
開
ω日)ロ乙
J
1
0
E

の
0

5

(

貨
幣
の
掌
)

と
い
う
表
題
で
書

か
れ
、
第
二
冊
の
八
ペ
ー
ジ
以
下
第
七
冊
の
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
ま
で
が

集
者
が
つ
け
た
も
の
)
と
い
う
表
題
で
書
か
円
、
〉
第
七
冊
の
最
後
の
六
三
ペ
ー
ジ
の
と
こ
ろ
に

〔

嗣

〕

ワ
回
目
(
い
名
目
件
。

-
2
5
口
昌
広
凶
日
(
資
本
の
章
。
〔
国
〕

は

編

阿
君
印
門
付
(
価
低
)
と
題
し
た
一
ペ
ー
ジ
た

ら
ず
の
一
文
が
書
き
か
け
の
途
中
で
と
ぎ
れ
て
終
わ
っ
て
い
る
。

ハ
3
)

こ
の
〔
彊
〕
の
と
こ
ろ
は
、
第
二
冊
の
八
ペ
ー
ジ
で
は
り
宮
内

8HHmHA--scm-a
回
目
叩
わ
名
門
仲
間
]
ハ
資
本
と
し
て
の
貨
幣
の
章
)
と
い
う
表

題
に
な
っ
て
い
た
が
、
第
三
冊
の
八
ペ
ー
ジ
(
第
三
時
の
一

2
七
ペ
ー
ジ
は
「
一
八
五
セ
年
七
月
」
の
日
付
で
後
掲
の
「
パ
ス
テ
ィ
ア
と
ケ
ア
リ
」



が
書
か
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
の

E
ロ
門
注
目
的
自
の
原
稿
自
体
と
し
て
は
こ
の
第
一
一
一
冊
の
第
八
ペ
ー
ジ
が
、
ノ
ー
ト
第
二
冊
か
ら
第
三
冊
に
移
っ
た

は
じ
め
の
と
こ
ろ
で
あ
る
)
で
は
、
り
担
問
。
品
目
円
四
-
4
0
B
の田市山門即日・(町，
R
2
2
Nロ
ロ
四
・
〉
(
〈
ロ
ロ
回
目
同
門
岡
)
(
資
本
の
章
。
第
二
冊
の
つ
づ
き
〉
と

い
う
表
題
に
な
っ
て
い
る
〈
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
、

ω・
5
0・
Moo-

新
M
E
G
A
第
二
部
第
一
巻
第
一
冊
〉
宅
均
三
-
寸
叩
ロ
ゲ

ω
・
ωデ

ω叶)。

な
お
、
「
貨
幣
の
章
」
の
ほ
う
は
第
一
冊
で
も
第
二
冊
で
も
り
白
田
内
田
1
E
4
D
B
C叩
E
と
表
題
を
記
し
て
い
た
の
に
た
い
し
、
「
資
本
の
章
」

の
ほ
う
は
こ
の
よ
う
に
り
目
的
。
品
広
己

4
0
5
の
品
目
門
主
と
い
う
書
き
方
で
記
し
、
第
四
冊
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
(
白
・
白

0
・
〉
呂
田
吋
予
、
吋
由
H
H

ゲ

ω・
2
・
ω
∞
・
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
三
宅
)
。
「
資
本
」
は
本
文
中
で
も
皆
目
。
品
目

s-
と
記
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
の
釣
り
合
い
で
「
章
」
の

ほ
う
も
こ
う
記
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
資
本
の
章
」
は
こ
の
よ
う
に
ノ

I
ト
第
二
冊
の
八
ペ
ー
ジ
か
ら
は
じ
ま
り
、

ノ
ー
ト
第
七
冊
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
表
題
と
し
て
は

こ
れ
を
さ
ら
に
分
け
た
表
題
ば
付
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
ノ

l
ト
第
七
冊
の
一
五
ペ
ー
ジ
の
途
中
の
と
こ
ろ
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
、

!
l
「
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
や
っ
、
き
の
と
こ
ろ
に
到
達
し
た
。
第
二
一
篇
(
ロ
ユ

2
2
〉

Z
n
v
E
S。
果
実
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て

の
資
本
。
利
子
。
利
潤
」
(
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
、

ω
・3
0。
そ
し
て
一
九
五
三
年
版
(
し
た
が
っ
て
一
九
三
九
年
、
四
一
年
版
。
以
下
一
九
五
三

年
版
と
記
す
〉
の
編
集
者
は
、

巻
末
の
目
次
の
箇
所
で
そ
の
前
の
部
分
を
、
「
第
一
篇
。

資
本
の
生
産
過
樫
」
|
|
ノ

l
ト
第
二
冊
入
ぺ

l

ジ
か
ら
ノ

l
ト
第
四
冊
一
五
ペ
ー
ジ
の
途
中
ま
で
|
|
、
第
四
冊
一
五
ペ
ー
ジ
の
途
中
か
ら
第
七
冊
一
五
ペ
ー
ジ
の
上
記
の
「
第
三
篇
」

が
は
じ
ま
る
と
こ
ろ
ま
で
を
「
第
二
篇
。
資
本
の
流
通
過
程
」
と
し
て
分
け
て
い
た
。
新
M
E
G
A
で
は
本
文
の
な
か
で
も
〔

〕
を
付

し
て
、

ノ
ー
ト
第
一
一
冊
八
ペ
ー
ジ
か
ら
を
「
第
一
筋
。
資
本
の
生
産
過
程
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
新
M
E
G
A
第
二
部
第
一
巻
第

一
冊
は
こ
の
「
第
一
篇
」
の
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
、

す
な
わ
ち
ノ

i
ト
第
四
冊
一
五
ペ
ー
ジ
の
途
中
ま
で
(
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
で
の

ω
・ω自
の
六
行
日
ま
で
)
を
収
録
し
、

ノ
ー
ト
第
四
冊
一
五
ペ
ー
ジ
の
途
中
か
ら
は
じ
ま
る
「
資
本
の
流
通
過
程
」
以
下
を
第
二
冊
に
回
し

て
い
る
。
「
資
本
の
事
」
の
大
部
分
は
こ
の
資
本
の
生
産
過
程
、

流
通
過
程
を
取
り
扱
っ
た
第
一
篇
と
第
二
篇
と
か
ら
成
っ
て
お
り
、

第

吋
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

九



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

九
四

三
篇
に
入
っ
た
は
ず
の
ノ

l
ト
第
七
冊
の
一
五
ペ
ー
ジ
以
下
の
と
こ
ろ
で
も
、
本
来
の
第
三
詰
に
か
ん
す
る
部
分
は
わ
ず
か
で
あ
っ
て
、

途
中
で
「
貨
幣
の
章
」
に
属
す
る
事
柄
が
記
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
七
冊
の
ノ

l
ト
の
一
連
の
原
稿
は
「
E
貨
幣
の
章
」
で
は
じ
ま
り
、

つ
い
で
「
資
本
の
享
」

に
入
り
、

七
冊
目
の
最

後
の
と
こ
ろ
で
「
I
価
値
」
と
題
す
る
一
文
が
一
ペ
ー
ジ
た
ら
ず
書
か
れ
て
い
る
、

と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、

(
こ
の
「
価
値
」
の
一

文
に
つ
い
て
は
ま
た
後
述
の
と
こ
ろ
を
見
ら
れ
た
い
)
、
ま
た
「
資
本
の
章
」
は
三
つ
の
「
篇
」
に
分
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
七
冊
の
ノ

I
ト
の
原
稿
を
書
き
終
え
る
の
に
近
く
な
っ
た
こ
ろ
、

マ
ル
ク
ス
は
、

ド
イ
ツ
で
の
出
版
の
交
渉
を
依
頼
し
て

い
た
ラ
サ

i
ル
に
あ
て
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
手
紙
を
書
い
て
い
る
、
ー
l
「
第
一
分
冊

(
2
0
0
3芯
ピ
え
0
2ロ
巴
は
ど
う
し
て
も
一
つ
の

相
対
的
に
ま
と
ま
っ
た
も
の

(
巾
山
口
円
。
-m江
寸
命
日
出

C
m
w
p
N
O
田一)

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
全
展
開
の
基
礎
(
色
。

の吋戸口己目白
m
o
r
E
1
a
-
o
m
mロN
叩
開
口
門
司
片
付
】
ロ
ロ
日
刊
)

が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

五
l
六
ボ

l
ゲ
ン
以
下
で
ま
と
め
る
の
は
む
ず
か

し
い
だ
ろ
う

(当
C
E
O

色
。
∞
円
F
d
司
四
円
ロ
円
宮
口
丘
町
円
切
1
|

。
∞
。
間
開
口

N
ロ

5
2
v
g
m巾
山
口
)
。
だ
が
そ
う
す
る
よ
う
最
後
の
仕
上
げ
の
さ

〉ロ目白吋

ZEHDm目
的
O
F
0
5
。
そ
れ
は
つ
、
ぎ
の
も
の
を
含
む
、

1
・
価
値
、

2
.
貨
幣
、

3
.
資
本
一
般

2
器
開
名
目
片
山
ご
B
出
口
問

0
5
0日ロ
O
D
)
(
資
本
の
生
産
過
程
、
資
本
の
流
通
過
程
、
両
者
の
統

一
ま
た
は
資
本
と
利
潤
、
利
子
(
同
名
目

s
t
H
E
p
o
E
-
N古
田
)
)
。
こ
れ
は
独
立
の
一
小
冊

(
O
E
g
与
え
ω忌
日
常
切
円
O
R
V
C
吋
叩
)
と
な

第
一
分
冊
は
五
月
末
ご
ろ
に
彼
の
予
に
届
け
ら
れ
う
る
だ
ろ
う
」
(
一
八
五
八
年
三
月
一

い
に
努
力
し
み
よ
う
(
ワ
R

V

さ
2
P
山
岳
門
凶
器
ヴ

a
Q
2
出

E
-
g

る
0

・
;
:
出
版
者
が
こ
の
件
に
応
じ
る
な
ら
ば
、

一
日
付
の
手
紙
。
傍
点
l
三
宅
)
。

(
4〉

ハ
5
)

明
刷
、
ミ
な
版
で
は
国
同
onv号
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
誤
植
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
、
五

1
六
ボ

i
ゲ
ン
以
下
で
ま
と
め
る
の
は
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
と
記
し
て
い
る
。
じ
っ
さ
い
に
出
版
し
た
第
一
分
冊
の



著
書
『
経
済
学
批
判
』
が
含
ん
で
い
た
の
は
、
こ
の
当
時
予
定
し
て
い
た
第
一
分
冊
の
内
容
と
ち
が
っ
て
上
の
川
価
値
と
川
貨
幣
の
部
分
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
司
経
済
学
批
判
』
は
「
約
一
二
印
刷
ボ
i
ゲ
ン
」
と
な
っ
た
。
「
原
稿
は
二
一
印
刷
ボ
|
ゲ
ン
ハ
ノ

I
ト
三
冊
〉
ほ
ど
だ
(
り

g

zggwHe片
山
田
仲
田
ぎ
己

H
N
U
E岳
百
四

3

3
国
民
芯
)
)
。
そ
し
て
|
|
た
ま
げ
な
い
で
く
れ
|
1
表
題
は
『
資
本
一
般
(
ロ
E
関
名
目
S
H
吉

田口四回目冊目

Dg)』
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
こ
れ
ら
の
冊
に
は
資
本
に
つ
い
て
は
ま
だ
な
に
一
つ
入
っ
て
い
な
い
で
、

1
・
商
品
、

2
・
貨
幣
ま
た
は

単
純
な
流
通
、
の
二
章
し
か
入
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
細
目
に
わ
た
っ
て
手
を
入
れ
た
部
分

2
2
E
H
U
Z白
己
寸
買
え
宮
山
Z
Z
斗冊目

σ
(五
月

に
君
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
と
き
)
は
ま
だ
ぜ
ん
ぜ
ん
出
て
き
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
の
だ
」
(
ご
八
五
九
年
一
月
一
一
二
日
と
一
五
日
と
の
あ
い
だ
L

と
推
定
さ
れ
て
い
る
マ
ル
ク
ス
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
)
。
な
お
一
印
刷
ボ

l
ゲ
ン
(
口
百
円

r
g匁
る

は

A
5
版
ぐ
ら
い
の
も
の
で
一
六
ペ
ー

ジ
で
あ
る
。

ま
た
、
七
冊
の
ノ
!
ト
で
の
の

E
ロ
今
仲
間
由
。
の
分
量
の
ほ
う
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
を
見
る
と
、
新
M
E
G
A
編
集
者
は
ノ

1
ト
第
四
冊
の

二
四
ペ
ー
ジ
か
ら
第
七
冊
の
五
ベ
!
?
ま
で
に
つ
い
て
、
ノ
i
ト
で
一
一
一
ペ
ー
ジ
、
「
と
れ
は
約
二

O
印
刷
ボ
!
ゲ
ン
を
な
し
て
い
る
」
と
記
し

て
い
る
(
第
二
部
第
一
巻
、
〉
}
U

日
】
但
吋
胆
デ
吋
叩
ロ
ゲ

ω・
H
S。
こ
こ
か
ら
推
測
す
る
と
の
宮
口
門
片
山
田
お
は
全
体
で
は
五

O
ボ
l
ゲ
ン
を
こ
え
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
「
第
一
分
冊
」
を
五

t六
ボ

l
ゲ
ン
以
下
で
ま
と
め
る
の
は
む
ず
か
し
い
と
マ
ル
ク
ス
が
言
っ
て
い
た
と
き
、
「
第
一
分
冊
」
の
「
最

後
の
仕
上
げ
」
に
当
た
っ
て
は
|
|
こ
の
「
第
一
分
冊
」
の
内
容
は
前
記
の
よ
う
に
七
冊
の
ノ

l
ト
で
の
内
容
と
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
主
た
る
範

図
に
お
い
て
は
、
向
じ
も
の
が
予
定
さ
れ
て
い
た
'
|
|
、
マ
ル
ク
ス
は
七
冊
の
ノ
i
ト
の
か
な
り
の
部
分
を
大
幅
に
削
っ
て
省
い
て
し
ま
う
と
か
、

あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
あ
と
の
分
冊
に
回
す
、
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

マ
ル
ク
ス
は
上
の
一
八
五
八
年
三
月
一
一
日
付
の
手
紙
の
前
の
、
同
年
二
月
二
二
日
付
ラ
サ
i
ル
へ
の
手
紙
の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
全
体
を
公
刊
す
る
前
に
、
そ
れ
を
完
全
に
仕
上
げ
る
時
間
と
余
裕
と
資
力
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
僕
は
そ
れ
を
う
ん
と
圧

縮
す
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
僕
は
以
前
か
ら
圧
縮
法
が
好
き
だ
っ
た
の
だ
か
ら

(
E
W
Y
4
8
]冊
目
百
円
。
ぽ
国
広
三
宮
骨
骨
同
問
。
ロ

a
g
g江
B

問
巾
ロ
申
立
)
。
し
か
し
、
あ
い
つ
づ
い
て
出
る
分
冊
で
印
刷
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ら
ば
i
!
?
読
者
が
理
解
す
る
た
め
に
は
お
そ
ら
く
こ
の
ほ
う
が
よ

い
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
形
式
が
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
た
し
か
だ
|
j
、
事
は
ど
う
し
て
も
い
く
ぶ
ん
冗
長
に
な
る
」
と
い
う
よ
う
に
「
圧
縮
」
に

つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
だ
が
、
「
第
一
分
冊
」
の
下
書
き
的
な
も
の
|
|
し
か
も
こ
れ
は
当
時
予
定
し
て
い
た
「
第
一
分
冊
」
に
入
れ
る
内
容
と
し

て
は
前
記
の
よ
う
に
だ
い
ぶ
欠
け
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た
ー
ー
が
五

O
ボ
l
ゲ
ン
を
こ
え
て
い
る
こ
と
と
、
「
第
一
分
冊
」
を
五

1
六
ポ
i
ゲ
ン
以

下
で
ま
と
め
る
の
が
む
ず
か
し
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と
と
の
あ
い
だ
に
は
、
量
的
な
開
き
が
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
る
の
で
、
じ
っ
さ
い
の
と
こ

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
さ

九
五



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

九
六

ろ
、
こ
の
一
八
五
八
年
三
月
の
当
時
マ
ル
ク
ス
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
つ
も
り
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
、

で
あ
る
。

そ
し
て
実
際
に
は
、
こ
の
当
時
予
定
し
て
い
た
「
第
一
分
冊
」
の
な
か
の
最
初
の
二
つ
の
章
の
一
八
五
九
年
一
月
に
書
き
上
げ
た
印
刷
用
原
稿
は

約
二
一
ボ

i
ゲ
ン
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
同
じ
く
ラ
サ

l
ル
へ
の
一
八
五
八
年
一
一
月
一
二
日
付
の
手
紙
の
な
か

で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、
ー

l
「
僕
は
お
よ
そ
四
週
間
の
う
ち
に
は
完
成
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
じ
っ
さ
い
書
く
こ
と
を
つ
い

先
日
は
じ
め
た
か
ら
だ

(
H
n
F
4
R倉
山
口
ロ
ロ
宮
内
岳
円
晶
君
o
n
v
g
同目立即時国冊目
P
広
田
門
口
町
包
四

S
E口
V
S
H
H
a
o
B
ω
与
3
5
3
0
a門
田
口
問
φ

宮
ロ
宮
口
)
。
:
;
:
た
ぶ
ん
、
第
一
の
部
分
(
色
白
叩

g
g
〉
文
巾
ニ
ロ
ロ
四
〉
『
資
本
一
般
ハ
ロ
器
開
出
町
民
丘
町
H
H
H

〉
口
問
叩
白
色
ロ

g〉
』
は
す
ぐ
に
二
冊
(
日

出
足
円
四
)
〔
印
刷
し
て
の
冊
の
こ
と
〕
の
分
量
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
仕
よ
げ
を
し
て
い
る
う
ち
に
わ
か
っ
た
の
だ
が
、
ま
さ
に
経
済
学
の

も
っ
と
も
抽
象
的
な
部
分
を
述
べ
る
こ
の
箇
所
で
は
、
あ
ま
り
短
く
し
す
ぎ
る
こ
と
守
口

q
s
o
同
=
ロ
⑦
は
、
読
者
に
と
っ
て
事
柄
を
消
化
で

き
な
い
よ
う
に
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
だ
。
だ
が
他
方
、
こ
の
第
二
の
部
分
(
岳
町
田
叩

N
Z
〉
広
包
宮
口
問
)
〔
右
の
「
第
一
の
部
分
」
が
二
冊
に
な

る
そ
の
第
二
冊
目
の
こ
と
〕
は
同
時
に
出
版
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
的
な
間
間
遠
か
ら
し
て
こ
れ
は
必
要
だ
し
、
ま
た
全
効
果
が
こ
れ
に
か
か

っ
て
い
る
の
だ
」
(
傍
点
お
よ
び
門
〕
内

l
一ニ宅〉。

な
お
、
こ
こ
で
「
第
二
の
部
分
」
と
一
言
っ
て
い
る
の
は
「
資
本
一
般
」
の
本
来
の
部
分
と
し
て
予
定
し
て
い
た
「
第
三
章
」
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク

ス
が
生
前
に
公
刊
し
え
た
『
資
本
論
』
第
一
部
は
そ
の
う
ち
の
最
初
の
部
分
の
「
資
本
の
生
産
過
程
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
『
資
本
論
』
第
一
部
が
出
版
さ
れ
た
の
は
こ
の
の
ち
約
一

O
年
後
の
一
八
六
七
年
で
あ
っ
て
、
そ
の
〈
刀
量
は
四
九
ボ

l
ゲ
ン
で
あ
っ
た
。

一
ボ
!
ゲ
ン
が
印
刷
べ

l
ジ
で
一
六
ペ
ー
ジ
、
計
七
八
四
ペ
ー
ジ
(
初
版
)
で
あ
っ
た
。

(

6

)

出
版
者
ド
ウ
ン
カ

l
(『司目白
N

の口出

g
dー
ロ
ロ
ロ
ロ
宮
吋
〉
は
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
が
出
し
た
条
件
に
応
じ
た
の
で
あ
る
が
ー
1

マ
ル
ク
ス
は
一
八
五

八
年
三
月
二
九
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
の
な
か
で
こ
の
三
月
一
一
日
付
で
ラ
サ

i
ル
に
出
し
た
手
紙
に
た
い
す
る
ラ
サ

1
ル
か
ら
の
返
事
に
つ

い
て
記
し
て
い
る
|
|
、
「
第
一
分
冊
」
が
ド
ウ
ン
カ
!
の
手
に
届
け
ら
れ
た
の
は
一
八
五
八
年
の
「
豆
月
末
ご
ろ
」
で
は
な
く
、
こ
の
「
第
一
分

冊
」
が
、
そ
し
て
じ
っ
さ
い
に
は
そ
の
前
の
ほ
う
の
序
章
的
部
分
で
あ
る
『
経
済
学
批
判
』
の
印
刷
用
原
稿
が
完
成
し
た
の
は
翌
一
八
五
九
年
の
一

月
二

O
臼
ご
ろ
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
が
こ
れ
を
小
包
に
し
て
発
送
し
た
の
は
同
月
二
五
日
で
あ
っ
た
。

い
さ
さ
か
い
ぶ
か
し
く
さ
え
思
わ
れ
名
の



こ
の
原
稿
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て

1 

。E
D
Q
江
田
印
。
を
書
い
た
七
冊
の
ノ

l
ト
の
個
々
の
冊
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
、

一
九
五
三
年
版
の

ハ
し
た
が
っ
て
一
九
三
九
年
、

四
一
年
版
の
)
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
編
集
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
第
一
冊
は
一
八
五
七
年
一

O
Aに
で

き

た

も

の

で

あ

る

だ
が
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
日
付
の
記
載
は
な
い
」

G
・
2
・
新
M
E
G
A
で
は
「
一
八
五
七
年
の
一

O
月
半
ば
ご
ろ
か
ら
一
一
月
半
ば
ご
ろ
ま

で
」
と
推
定
し
て
い
る
、

1

1
第
二
部
第
一
巻
、
〉

3
R白Y
H
，白山二
-
ω
-
N
m
-
ω
N
)
。
第
二
冊
は

「一

λ
五
七
年
一
一
月
ご
ろ
(
新
M
E
G
A
で
は

「
一
八
五
七
年
二
月
」
|
|
白
・

b

・
o-ω
・
ω品)、

第
三
冊
は

「
一
八
五
七
年
一
一
月
二
九
日
か
ら
一
一
一
月
半
ば
ご
ろ
ま
で
し
、

第
四
冊
は

「
一
八
五
七
年
二
一
月
半
ば
ご
ろ
か
ら
で
八
五
八
年
一
月
二
二
日
ま
で
」
、

第
五
冊
は

「
一
八
五
八
年
一
月
一
一
二
日
か
ら
一
八
五
八
年

月
は
じ
め
ご
ろ
ま
で
」
、
第
六
冊
は
「
一
八
五
八
年
二
月
ご
ろ
」
、
第
七
冊
は
つ
一
八
五
八
年
二
月
末
。
三
月
お
よ
び
五
月
末
i
六
月
は
じ

め
」
と

(ω
・
5
3
0

2 

こ
の
終
わ
り
の
時
期
に
つ
い
て
も
う
す
こ
し
立
ち
入
っ
て
見
て
お
こ
う
。

『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
編
集
者
は
、

ノ
i
ト
第
七
冊
の
第
一
ペ
ー
ジ
の
と
こ
ろ
に
「
資
本
の
章
(
つ
づ
き
と
と
書
か
れ
、

ま
た
「
〔
一

八
〕
玉
λ
年
二
月
末
こ
の
冊
に
着
手
」
と
書
か
れ
て
い
る
、

と
記
し
て
い
る

3
・
8
色。

他
方
、

マ
ル
ク
ス
は
三
月
二
九
日
付
の
エ
ン
ゲ

ル
ス
へ
の
手
紙
で
、
「
次
回
の
手
紙
で
は
い
よ
い
よ
ハ
ロ
ロ
ロ
)
第
一
冊
の
骨
組
み
(
四
百

ω
Z
E
H
a
2
2己
g

図
。
同
門
的
)

を
若
に
知
ら
せ

て
、
君
の
意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
僕
は
こ
の
二
週
間
来
ま
た
も
ひ
ど
く
病
気
が
ち
で
肝
臓
薬
を
用
い
て
い
る
」
と

述
べ
、

つ
ぎ
の
四
月
二
日
付
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
、
ー

l
「
僕
は
胆
汁
の
件
の
た
め
具
合
が
悪
い
の

で
、
今
週
は
口
」
の
四
月
二
日
は
金
曜
日
。
な
お
、
前
の
手
紙
の
三
月
二
九
日
は
こ
の
過
の
月
曜
日
で
あ
る
〕
、
『
ト
リ
ビ
ュ
ン
』

の
た
め
の
論
説
は

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

九
七



司
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

九
;¥. 

別
と
し
て
、
考
え
る
こ
と
も
、
読
む
こ
と
も
、
書
く
こ
と
も
、

そ
の
ほ
か
な
に
を
す
る
こ
と
も
、

で
き
な
い
で
い
る
。
:
:
:
具
合
が
よ
く

な
っ
て
ふ
た
た
び
指
に
握
力
を
感
じ
る
ま
で
は
、

ド
ウ
ン
カ

l
へ
送
る
物
の
仕
上
げ

(
Z
S
5己
芯
ろ
を
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

-
;
つ
ぎ
に
示
す
の
が
第
一
の
部
分
の
簡
単
な
概
略
(
田
宮
ユ

2
5
5
ぇ
F
o
p
-
2
百
三
)

だ

I 

資

本

は

四

つ

の

篇

(
〉
ヴ
田
口
げ
巳
円
円
)

に
分
か
れ
る
。

(

a

)

資
本
一
般

(
問
問
]
U

日
門
即
日
。
ロ

m
b
H
M
m山
門
出
-
)

(
こ
れ
が
第
一
冊
の
題
材

(向。円

ω円
。
町
内
己
目
的

。吋回一行司ロ

同
町
内
仲
田
)
だ

Y
e
-
-
:
1
.
価
値
。
:
:
・

2
.
貨
幣
O
i
-
-
-
3
.
資
本
。
こ
れ
は
本
来
こ
の
第
一
冊
の
も
っ
と
も
重
要
な
と
こ
ろ
で
、

ち

叫
叫
ん
君
の
意
見
を
閣
き
た
い
箇
所
な
の
だ
。
だ
が
今
日
は
も
う
こ
れ
以
上
書
け
な
い
。
胆
汁
の
せ
い
で
ぺ
ン
が
運
び
に
く
い
し
、
紙
の
上

に
う
つ
む
い
て
い
る
と
日
ま
い
が
す
る
」
(
門

〕
内
|
三
宅
〉
。

こ
の
三
月
二
九
日
付
の
手
紙
お
よ
び
四
月
二
日
付
の
手
紙
を
見
る
と
、

マ
ル
ク
ス
は
、
前
年
一

O
月
か
ら
書
い
て
き
た
下
書
き
的
な
仕

事
1
1
1
の

E
Eユ回目
o
l
-
-が
よ
う
や
く
一
段
落
の
と
こ
ろ
ま
で
き
た
と
し
て
、
な
い
し
こ
の
仕
事
を
こ
の
あ
た
り
で
一
段
落
に
し
よ
う
と

し
て
、
出
版
予
定
の
書
の
第
一
冊
の
田
町

O円
H
O
E
-
-
B
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
書
き
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
こ
と

l
lつ
ま
り
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
に

書
き
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
と
も
か
く
事
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
こ
と

!
l、
そ
し
て
か
ら
だ
の
具
合
が
よ
く
な
り
し
だ
い

印
刷
用
の
仕
上
げ
を
は
じ
め
よ
う
と
考
え
て
い
た
乙
と
、
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
あ
と
の
仕
事
の
運
び
を
同
じ
く
手
紙
に
よ
っ
て
見
る
と
、

(
7〉

を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
医
師
が
転
地
を
す
す
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
五
月
六
日
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
に
行
き
、

(
8
)
 

O
日
す
ぎ
ご
ろ
ま
で
滞
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
五
月
下
旬
に
ロ
ン
ド
ン
に
帰
り
、

マ
ル
グ
ス
は
か
ら
だ
の
具
合
が
悪
く
て
四
月
中
、
本
来
の
仕
事

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
も
と
で

一
週
間
ほ
ど
し
て
五
月
一
一
一
一
日
(
月
)

付
で
つ
、
ぎ
の
よ

う
な
手
紙
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
書
い
て
い
る
。

1

1

「
最
初
の
一
週
間
は
環
境
の
変
化
に
た
い
し
て
ま
た
順
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

九
九
。
:
:
:
や
っ
と
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
を
は
じ
め
る

(ぴ印四日ロロ
σ
目。向。吋門

H
H
H
X
A叩
H
・



k
p
c
m
m凶
円
ゲ

2
2
D肉
凡

位

円

安

ω
ロ
ワ
門
戸
H
円
日
内
〉
か

:
僕
の
不
在
の
あ
い
だ
に
ロ
ン
ド
ン
で
マ
ク
ラ

l
レ
ン

(
Z
R
F吋
g)
め
通
貨
の
全
歴
史
に

か
ん
す
る
一
書
が
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
司
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
に
の
っ
た
抄
録
(
〉
戸
時
口
問
巾
〉
か
ら
見
る
と
第
一
級
の
も
の
だ
。

」
れ
を
〔
マ
ク
ラ

l
レ
ン
の
喜
を
〕
僕
は
叙
述
に
取
り
か
か
る
前
に
も
ち
ろ
ん
読
ん
で
わ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
こ
こ
で
、
だ
が
こ

の
蓄
の
価
格
が
高
い
の
で
郵
便
為
替
で
送
金
し
て
く
れ
な
い
か
、
と
記
し
て
い
る
〕

た
ぶ
ん
、

」
の
書
の
な
か
に
は
僕
に
と
っ
て
新
し
い
こ

と
は
な
に
も
な
い
だ
ろ
う
が
、

し
か
し
:
・
・
こ
れ
を
知
ら
な
い
で
先
に
進
む
こ
と
は
僕
め
理
論
的
な
良
心
が
許
さ
な
い
の
だ
」
《

内

!
三
宅
)
。
そ
し
て
ノ

i
ト
第
七
冊
で
は
、
こ
れ
の
書
か
れ
て
い
る
最
後
の
ぺ

l
ジ
は
六
コ
一
ペ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
六
二
ペ
ー
ジ
日
の
初
め
三

分
の
一
ぐ
ら
い
か
ら
マ
ク
ラ

l
レ
ン
の
書
に
つ
い
て
の
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

一
八
五
八
年
五
月
一
五
日
号
か
ら
の
抜
き
書
き
が
記
さ
れ
て

同
ぺ
!
ジ
が
終
わ
っ
て
お
り
、

つ
ぎ
の
六
三
ペ
ー
ジ
目
は
前
記
の
よ
う
に

=
3ユ
と
題
し
た
一
文
が
一
ペ
ー
ジ
た
ら
ず
書
か
れ
て
い
る
。

(

7

)

エ
ン
ゲ
ル
ス
に
か
ら
だ
の
具
合
が
悪
い
こ
と
を
告
。
け
っ
て

5
2
2宮
ユ
の
|

i
し
か
し
そ
の
前
半
の
ほ
う
だ
け
に
つ
い
て
の
1

1

与

さ

c
z
E
E
を
書
き
送
っ
た
一
八
五
八
年
四
月
二
日
付
の
手
紙
の
あ
と
、
マ
ル
ク
ス
は
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
手
紙
を
書
い
て
い
な
い
が
、
四
月
二
九
日

付
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
手
紙
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
書
い
て
い
る
。
1
1
「
僕
の
長
い
御
無
沙
汰
の
理
由
は
ひ
と
こ
と
で
説
明
で
き
る
、
!
ー
書
く
こ
と
の

不
可
能
だ
。
こ
の
不
可
能
は
、
言
葉
の
比
喰
的
な
意
味
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
文
字
ど
お
り
の
意
味
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
(
そ
し
て
あ
る
程

度
ま
で
は
い
ま
で
も
そ
う
な
の
だ
〉
J

『
ト
リ
ピ
ュ
ン
』
へ
の
数
篤
の
や
む
を
え
な
い
論
説
は
妻
に
口
述
筆
記
を
し
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
れ
さ
え
も
強

い
刺
激
剤
を
用
い
る
こ
と
で
や
っ
と
で
き
た
の
だ
っ
た
。
:
:
:
医
者
は
僕
に
旅
行
す
る
こ
と
を
す
す
め
た
。
:
:
:
僕
は
明
ら
か
に
こ
の
冬
、
夜
業
を

や
り
す
ぎ
た
の
だ
(
片

z
z
z
a
p与
月
号
ロ

4
4
E
S同
旨
目

Z
R
F
C号申

5
8
5
2豆
司
宮
口
)
L
。

こ
の
「
夜
業
」
に
つ
い
て
。
。
吋
ロ
ロ
仏
門
戸
留
四
は
一
八
五
七
年
一

O
月
か
ら
書
き
は
じ
め
ら
れ
た
原
稿
で
あ
る
が
、
一
八
五
七
年
一
一
一
月
八
日
付
エ

ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
の
な
か
で
マ
ル
ク
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

1
1
l
「
大
洪
水
の
前
に
す
く
な
く
と
も
要
綱
(
の
さ
口
内

E
g⑦
だ
け
で

も
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
の
で
、
僕
の
経
済
学
研
究
を
ま
と
め
る
の
に
夜
ど
お
し
気
ち
が
い
の
よ
う
に
仕
事
を
し
て
い
る

(
H
n
y
目
5
g
g
省
広

S
口
。
芯

Z
山
岳
芯
(
宮
門
各
自
ロ
門
H
R
Nロ
g
B自
由
民
曲
目
田
口
口
関
口
5
5
R
。押

S
O
S
-∞
円

voロ
ω宮(出叩ロ)」。

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

九
九



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一O
O

一
八
五
七
年
恐
慌
は
八
月
下
旬
に
ア
メ
リ
カ
で
ま
ず
現
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
報
道
が
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
の
は
約
二

O
日
後
の
九
月
半

ば
で
あ
っ
た
(
三
宅
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
/
イ
ギ
リ
ス
恐
慌
史
論
』
、
上
巻
、
二
五
七

2
八
ペ
ー
ジ
参
照
)
。
そ
し
て
恐
慌
が
イ
ギ
リ
ス
で
荒

れ
狂
い
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
一
八
四
四
年
の
同
行
法
を
停
止
し
た
の
は
一
一
月
二
一
日
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
の

E
Eユ
∞
訟
の
仕
事

に
取
り
か
か
る
前
、
い
わ
ゆ
る
「
経
済
学
批
判
序
説
」
を
一
八
五
七
年
八
月
に
書
い
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

C
Eロ
(
凶
円
目
的
師
叩
は
そ
の
仕
事
の
つ
づ
き

で
あ
る
か
ら
、
か
な
ら
ず
し
も
、
恐
慌
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
こ
の
仕
事
に
取
り
か
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
右
の

手
紙
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
す
ぐ
あ
と
で
見
る
ラ
サ

l
ル
へ
の
手
紙
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
恐
慌
の
進
行
は
こ
の
の

2
口
弘
江
田
由
巾
執
筆
に

着
手
し
、
こ
れ
を
進
め
る
う
え
で
、
マ
ル
ク
ス
を
大
い
に
駆
り
立
て
る
作
用
を
し
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
、
同
年
一
一
一
H
A

一
八
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の

手
紙
。
!
|
「
僕
は
ま
っ
た
く
も
の
す
ご
く
仕
事
を
し
て
い
る

Q
S
Rぴ
一
色
宮
岡
山
口

N
E
-
2
8
C、
た
い
て
い
朝
の
四
時
ま
で
。
仕
事
は
す
な
わ

ち
二
つ
あ
る
。
第
一
、
経
済
学
概
要
の
仕
上
げ
(
〉

c
g号
a
g
D岡
倉
円
。

2
昆
N
C
官
庁
吋
O
岳
DEB-叩
V
・i
・
-
第
二
、
現
在
の
恐
慌
。
こ
れ
に
つ

い
て
は

l
i
『
ト
リ
ビ
ュ
ン
』
へ
の
論
説
を
別
と
す
れ
ば
|
|
た
だ
帳
付
け
し
て
い
る
だ
け
だ
が
色

R
5
2
:
;
:
2
z
g
k
F
Z
O
P
E
n
s、

し
か
し
こ
れ
が
な
か
な
か
時
間
を
と
る
」
。
さ
ら
に
ま
た
、
同
年
二
一
月
一
一
一
日
付
ラ
サ
!
ル
へ
の
手
紙
。

lit-
現
在
の
商
業
恐
慌
は
、
僕
が
白
分

の
経
済
学
概
要
の
仕
上
げ
に
い
ま
や
真
剣
に
着
手
し
、
ま
た
現
在
の
恐
慌
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
準
備
す
る
よ
う
、
僕
を
刺
激
し
た
。
僕
は
昼
間
パ
:
・

・
:
〕
を
生
計
の
仕
事
の
た
め
に
つ
ぶ
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
本
当
の
仕
事
の
た
め
に
僕
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
夜
〔
だ
け
〕
な
の
だ
が

(
開
田
宮
巴
E

E
町
守
口
品

C
5
2国内
Z

E
門
司
可
区
山
内
町
四
〉
号
忠
芯
ロ
竺
u
m
C、
か
ら
だ
の
不
調
が
そ
こ
に
ま
た
じ
ゃ
ま
に
入
っ
て
く
る
の
だ
」

(
〔
〕
内
は
紙
が
破
損
の
箇
所
)
。

等
々
、
と
い
う
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
こ
の
の

2
口
今
日
間
お
を
書
く
の
に
使
う
時
間
は
、
夜
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て

一
八
五
八
年
三
月
末
ご
ろ
に
は
こ
の
下
書
き
的
な
仕
事
が
よ
う
や
く
一
段
落
す
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
が
、
他
方
、
過
度
に
つ
め
た
夜
業
の
結
果
と

し
て
か
ら
だ
の
不
調
が
し
だ
い
に
昂
じ
、
四
月
に
は
こ
の
注
の
は
じ
め
に
掲
げ
た
四
月
二
九
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
で
書
い
て
い
る
よ
う
に
、

執
筆
の
仕
事
が
で
き
な
い
ま
で
に
健
康
を
害
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

(

8

)

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
は
マ
ル
ク
ス
は
乗
馬
な
ど
を
し
て
日
を
す
ご
す
と
と
も
に
、
既
掲
の
一
八
五
九
年
一
月
一
三
日
と
一
五
日
と
の
あ
い
だ
と

推
定
さ
れ
て
い
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
の
な
か
で
、
出
'
米
上
が
っ
た
第
一
分
冊
の
原
稿
が
商
品
と
貨
幣
の
章
し
か
含
ん
で
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て

「
細
白
に
わ
た
っ
て
手
を
入
れ
た
部
分
(
五
月
に
君
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
と
き
)
は
ま
だ
ぜ
ん
ぜ
ん
出
て
き
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
の
だ
」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
こ
う
し
た
検
討
、
話
し
合
い
も
し
た
ら
し
い
。



だ
が
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
帰
っ
て
一
週
間
ほ
ど
し
て
書
い
た
一
八
五
八
年
五
月
三
一
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
の
な
か
で
、
後
掲
の
よ
う

に
「
原
稿
(
こ
れ
は
印
刷
す
れ
ば
分
厚
い
一
巻
に
な
る
だ
ろ
う
)
の
な
か
で
は
す
べ
て
の
こ
と
が
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
お
り
、
ず
っ
と
あ
と
の
ほ

う
に
置
く
べ
き
箇
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
で
見
る
と
、
。

E
ロ
門
E
回
目
白
の
原
稿
で
あ
る
七
冊
の
ノ

1
ト
自
体
は
マ
ン
チ

ェ
ス
タ

l
に
持
っ
て
い
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
右
の
検
討
、
話
し
合
い
も
原
稿
に
も
と
づ
い
て
検
討
し
、
話
し
合
っ
た
と
い
う
の
で
は

な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
原
稿
自
体
を
見
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
分
且
一
旦
や
、
状
態
を
知
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
が
あ
ら
た
め
て
こ
の
よ
う
に
書
く
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
さ
き
の
手
紙

で
「
細
目
に
わ
た
っ
て
手
を
入
れ
た
部
分
(
宏
司
円
5
0
2
包

-
2
3与
包
芯
Z
H
，
巾
己
)
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
じ
っ
さ
い
に
原
稿
に
手
を
入
れ
た

と
い
う
意
味
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

き
を
版
の
書
簡
集
で
は
こ
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
行
き
に
つ
い
て
「
注
解
(
〉
D
5
2
E
品
g)」
を
付
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
ー
ー

「
マ
ル
ク
ス
は
お
そ
ら
く
(
兄
君
$
、
一
八
五
八
年
五
月
六
日
か
ら
二
四
日
ま
で
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
!
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
と
こ
ろ
に
滞
在
し
た
。
彼
は

そ
こ
で
健
康
回
復
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
、
乗
馬
に
ふ
け
っ
た
。
同
時
に
彼
は
『
資
本
の
章
』
の
仕
事
を
し
た
(
白
色
n
y
N
冊
目
立
四
回
忌
包
S
Z
R

=
己
目
的
穴
省
主
巳
4
0
5
阿
国
立
S
-
=
〉
(
注
解
三
三
二
を
見
よ
)
」
(
回
a
-
N
?
ω
・
呂
田
咽
〉
ロ
B
R
E
H
H間
g

N
由

N
)
。
そ
し
て
「
注
解
一
二
一
二
二
」
は

0
2
E
ユ
お
四
の
「
資
本
の
章
」
に
つ
い
て
付
し
て
注
解
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
|
|
「
:
:
・
彼
は
こ
の
労
作
を
一

八
五
七
年
一
一
月
か
ら
一
八
五
八
年
五
月
ま
で
の
時
期
に
書
い
た
(
汚
宵
ぽ

3
0
一
八
五
八
年
五
月
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
!
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
と
こ
で

滞
在
中
、
彼
は
こ
の
章
の
仕
事
を
し
た
(
巾
円
回
忌

a
z
z
g
品
目
叩
8
5
関
田
宮
互
)
。
:
:
:
」
(
白
・
白
・
0
・

ω・
2H)。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
に
原
稿
を
持
っ
て
い
っ
た
と
す
る
と
、
さ
き
の
「
手
を
入
れ
た
」
と
い
う
の
が
文
字
ど
お
り
原
稿
に
手
を
加
え
た
こ
と
に
な

ホ

り
、
右
の
「
注
解
一
二
三
二
」
の
よ
う
に

l
|そ
こ
で
そ
う
記
し
て
い
る
と
受
け
と
ら
れ
る
よ
う
に

l
l
「
資
本
の
章
」
を
書
い
た
時
期
に
こ
の
マ
ン

チ
ェ
ス
タ

l
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
を
含
め
る
こ
と
も
、
成
り
立
ち
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
こ
れ
に
た
い
し
、
原
稿
を
持
っ
て
い
か
な
か
っ

た
と
す
る
と
、
「
手
を
入
れ
た
」
こ
と
に
つ
い
て
の
見
方
が
ち
が
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
原
稿
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
と
お
ぜ
ん
の

こ
と
な
が
ら
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
は
原
稿
を
書
い
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
資
本
の
章
」
の
執
筆
時
期
は
、
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
か
ら
の

抜
き
書
き
の
前
ま
で
は
、
一
八
五
八
年
三
月
末
ど
ま
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
に
原
稿
を
持
う
て
い
っ
た
か
、
い
か
な
か
っ
た
か

は
、
そ
れ
自
体
で
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
か
か
わ
り
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

*
こ
の
「
注
解
」
で
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
文
脈
で
は
、
「
五
月
ま
で
に
書
い
た
」
と
い
っ
て
も
こ
の
「
五
月
」
は
マ
ン
チ
ュ
ス
タ
ー
か
ら

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

。



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

。

帰
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
「
こ
の
章
の
仕
事
を
し
た
」
と
い
っ
て
も
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
は
書
く
仕
事
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
、

と
い
う
意
味
に
は
読
み
と
り
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
な
が
ら
、
大
月
書
庖
刊
の
『
全
集
』
第
二
九
巻
五
七
四
ペ
ー
ジ
の
訳
で
は
、
「
一
八

五
八
年
五
月
、
マ
ン
チ
ュ
ス
タ

l
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
も
と
に
滞
在
中
、
彼
は
こ
の
章
を
書
い
た
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
注
解
は
文
脈
と
し
て

は
「
書
い
た
」
と
理
解
さ
れ
る
文
で
あ
る
が
、
し
か
し
訳
と
し
て
は
「
書
い
た
」
と
訳
し
て
し
ま
う
の
は
原
文
に
忠
実
な
訳
と
は
い
え
な
い
。

注
が
長
く
な
る
が
、
な
お
ま
だ
す
こ
し
記
し
て
お
こ
う
。

マ
ル
ク
ス
は
一
八
五
八
年
五
月
一
三
日
付
ラ
サ

l
ル
へ
の
手
紙
の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ー
l

「
:
:
僕
の
医
者
は
、
僕
が
転
地

を
し
、
第
二
に
す
べ
て
の
知
的
労
働
を
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
や
め
、
最
後
に
主
な
療
法
と
し
て
乗
馬
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
と
の
断
定
を

く
だ
し
た

0

・
:
:
・
と
こ
と
ん
ま
で
抵
抗
し
た
あ
げ
く
、
僕
は
つ
い
に
医
者
と
家
族
と
の
強
要
に
し
た
が
っ
て
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

i
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の

と
こ
ろ
へ
行
き
、
乗
馬
や
そ
の
他
の
身
体
訓
練
に
没
頭
し
、
四
週
間
の
滞
在
の
の
ち
完
全
に
回
復
し
て
、
同
地
か
ら
や
っ
と
ロ
ン
ド
ン
に
帰
っ
て
き

た
。
病
気
:
・
:
・
に
な
っ
た
の
は
、
第
一
分
冊
の
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
と
き
だ
っ
た
の
で
、
な
お
さ
ら
都
合
が
悪
か
っ
た

(
U
5
関門

E
W
E
-
H
e
l
i
-
-
r由
自
己
自
由

D
E口
問
己
認
ロ

2
・即日田

-
n
F
S山
口
町
田
口
門
回
目
。
〉
己
目
白

5-azロ
四
怠
門
広
g
u
g
n
w
a叩
凹
叩
門
田
芯
ロ
国
民

gm

問。

g
R円
}
百
円
門
司
)
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の
仕
上
げ
に
熱
中
す
る
こ
と
に
し
よ
う
」
。
こ
の
手
紙
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
帰
っ
て
一
週
間
ほ
ど
し
て
書

い
た
さ
き
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
と
同
じ
日
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
行
き
に
踏
み
切
っ
た
事
情
が
か
な
り
く
わ
し
く
説

明
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
見
て
も
|
|
そ
し
て
ラ
サ

i
ル
へ
の
手
紙
だ
と
い
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
考
え
て
も
i
l
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
は

「
知
的
労
働
」
は
あ
ま
り
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
一
編
集
者
は
そ
の
「
序
言
(
〈
貨
当
ロ
ユ
)
」
の
な
か
で
、
「
健
康
を
回
復
す
る
た
め
に
、
と
く
に
ま
た
、
い
ま
や
っ
て
い
る
仕

事
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
論
じ
合
う
た
め
に

(
Z
g
D
a
o円
日

間

σ叩
吋
ロ
自
:
:
:
且
己

R
U
N
E胃
2
Z
P
)、
マ
ル
ク
ス
は
一
八
五
八
年
五
月
六
日
に
マ
ン
チ
ェ

ス
タ

i
へ
行
き
、
そ
こ
に
五
月
二

O
日
ご
ろ
ま
で
滞
在
し
た
」
と
記
し
て
い
る

3
・凶

σ。
既
掲
の
一
八
五
八
年
四
月
二
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手

紙
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
吾
∞
出
門
的
門
古
田
ユ
の
田
町

D円
H
E
E
D巾
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
知
ら
せ
、
そ
し
て
「
資
本
」
の
部
分
に
つ
い
て

は
「
こ
れ
は
本
来
こ
の
第
一
冊
の
も
っ
と
も
重
要
な
と
こ
ろ
で
、
い
ち
ば
ん
君
の
意
見
を
聞
き
た
い
箇
所
な
の
だ
」
が
、
今
日
は
か
ら
だ
の
具
合
が

悪
く
て
も
う
書
け
な
い
と
記
し
て
い
た
。
ま
た
マ
ル
ク
ス
は
一
八
五
八
年
三
月
上
旬
に
、
機
械
設
備
の
更
新
や
流
動
資
本
の
使
い
方
に
つ
い
て
エ
ン

ゲ
ル
ス
の
実
務
的
経
験
を
問
い
合
わ
せ
て
い
た
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
み
て
も
、
マ
ル
ク
ス
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

i
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
会
っ
た
と
き
こ

れ
ら
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
話
を
し
、
意
見
を
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
し
か
し
、
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
編
集
者
の
言
う
よ
う



に
、
こ
れ
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
!
行
き
の
一
つ
の
目
的
だ
っ
た
と
ま
で
考
え
る
の
は
、
右
の
ラ
サ
!
ル
へ
の
手
紙
で
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
誤
認
で
は
な

か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

i
へ
行
っ
た
の
が
五
月
六
日
で
あ
る
こ
と
は
一
八
五
八
年
五
月
一
日
付
マ
ル
ク
ス
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
で
分
か
る

が
(
ロ
ン
ド
ン
発
午
後
二
時
半
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
着
午
後
七
時
の
汽
車
)
、
帰
っ
て
き
た
の
が
何
回
で
あ
る
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
前
掲
の

建
司
、
官
版
切
。
・
N
由
の
「
注
解
二
九
二
」
で
「
お
そ
ら
く
」
と
し
て
「
二
四
日
」
と
記
し
て
い
る
の
は
(
つ
い
で
な
が
ら
、
大
月
書
底
刊
の
『
全

集
』
第
二
九
巻
五
六
八
ペ
ー
ジ
の
訳
で
は
こ
こ
の
「
お
そ
ら
く
」
の
訳
が
欠
落
し
て
い
る
〉
、
た
ぶ
ん
、

E
M
掲
の
五
月
三
一
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の

手
紙
で
「
最
初
の
一
週
間
は
環
境
に
た
い
し
て
ま
た
順
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
:
:
:
〔
元
気
に
な
る
に
は
〕
ち
ょ
う
ど
今
日
ま
で
日
に
ち

が
か
か
っ
た

(rvEσ
叩
叩
何
回

z
r
2
y
g
g
宮
ず
お
ロ
n
F
C」
(
〔
〕
内
三
宅
)
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
日
の
一
週
間
前
と
見
た

の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
そ
う
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
さ
き
の
五
月
三
一
日
付
ラ
サ

I
ル
へ
の
手
紙
の
な
か
で
「
四
週
間
の
滞
在

の
の
ち
(
口
問
n
F
i
R
4
2円
Z
ロ
E
n
y巾
B
〉
巳
∞
三
百
円
骨
)
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
の
誤
記
か
、
手
紙
解
読
の
ま
ち
が
い
で
あ
る
。

以
上
長
い
注
記
に
な
っ
た
が
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
!
滞
在
中
原
稿
に
手
を
入
れ
た
か
ど
う
か
の
件
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
の

E
ロ
骨
5
8
の
手
書
き

原
稿
は
昆
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
も
し
原
稿
に
そ
う
し
た
形
跡
が
は
っ
き
り
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
|
|
上
掲
の
マ
ル
ク
ス
の
い
く
つ
か
の
手
紙
か

ら
み
て
納
得
が
ゆ
か
な
い
と
し
て
も
1

1

問
題
は
か
ん
た
ん
に
消
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
念
の
た
め
。

さ
て
以
上
の
い
く
つ
か
の
手
紙
を
額
り
合
わ
せ
て
み
る
と
、
三
月
二
九
日
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
手
紙
を
書
い
た
こ
ろ
か
ら
マ
ル
グ
ス
は

『
ト
リ
ピ
ュ
ン
』
以
外
の
仕
事
は
で
き
な
い
で
い
て
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
帰
っ
て
や
っ
と
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

こ

こ

で

「
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
」
を
は
じ
め
る
こ
と
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、

ノ
ー
ト
第
七
冊
の
六
二
ペ
ー
ジ
の
円
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
』
か
ら
の
抜
き
警
き
の
前
ま
で
の
と
こ
ろ
は
、
三
月
中
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

ほ
ぼ
た
し
か
で
あ
る
と
い
え
よ

ぅ
。
そ
し
て
、
五
月
下
旬
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
帰
っ
て
五
月
一
五
日
号
の
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
を
読
み
、
六
二
ペ
ー
ジ
の
残
り
の
部

分
に
抜
き
書
き
を
し
る
し
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

3 

そ
う
す
る
と
あ
と
は
、

ノ
ー
ト
第
七
冊
の
最
後
の
六
一
一
一
ペ
ー
ジ
に

「

I
価
値
し

と
し
て
一
ペ
ー
ジ
た
ら
ず
書
か
れ
て
い
る
も
の

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一O
三



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一O
四

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
つ
室
固
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

マ
ル
ク
ス
は
さ
き
の
五
月
三
一
日
付
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
の
な
か
で
、
前
掲
の
マ
ク
ラ

I
レ
ン
の
書
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
箇
所

に
つ
づ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
i
l
i
「
君
の
と
こ
ろ
に
は
、
金
曜
日
の
た
め
に
〔
六
月
四
日
の
金
曜
日
に
『
ト
リ
ビ
ュ
ン
』
へ
送

る
論
説
の
こ
と
〕
、

イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
軍
の
状
態
に
か
ん
す
る
な
に
か
一
般
的
な
こ
と
、

お
よ
び
臆
測
的
な
こ
と
を
書
く
の
に
十

分
な
材
料
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
の
だ
が
。
と
い
う
の
は
、
僕
の
ほ
う
は
僕
自
身
の
原

稿
に
日
を
通
す
の
に

(
(
同
凶
印

ロロ
H
d
E
巾印

3

5
巾
E
g
o
-
問
H
H
O
P
F向白ロロ
m
W
H
S
H白〉

ほ
ぼ
一
週
間
か
か
る
だ
ろ
う
か
ら
だ
。

つ
ま
り
、

い
ま
い
ま
し
い
こ
と
に
は
、
原
稿
(
こ
れ
は
印
制
す
れ
ば
分
厚
い
一
巻
に
な
る
だ
ろ
う
)
の
な
か
で
は
す
べ
て
の
こ
と
が
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に

(
9
)
 

な
っ
て
お
り
、
ず
っ
と
あ
と
の
ほ
う
に
置
く
べ
き
箇
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ

(
J
H
-

巾円巾印・

者
向
凶
目
。
吋
回
一
一
同
位
門
司
片
巾
日

出

-
u
U
H巾
H

・0

寸
巴
-o

ず
ゆ
え
百
戸
百
円

2
3
0
だ
か
ら
、
僕
は
自
分
の
た
め
に
一
つ
の
索
引
(
吉
宏
与
を
つ
く
っ
て
、
僕
が
ま
ず
著
作
に
取
り
入
れ
る
べ
き
も
の
が

ど
の
ノ

l
ト
お
よ
び
ど
の
べ

l
ジ
で
す
ぐ
に
見
出
さ
れ
る
か
が
分
か
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
」
(
〔

〕
内
三
宅
)
。

こ
こ
で
言
っ
て
い
る
「
索
引
」
が
、
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』

ω・
呂
町
、
t
∞
ミ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
七
冊
の
ノ

l
ト
へ
の
索
引

Q
E叩
凶

N

ロ
amwロ
叶
出
。
円
け
巾
ロ
)
」
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
の
E
D
aユ
回
目
。
を
書
き
は
じ
め
る
よ
り
前
の
一
八
五
七
年
八
月
に
「
序
説
(
巴
巳
包
吉
口
問
)
」

を
M
と
い
う
記
号
を
つ
け
た
ノ

l
ト
に
二
二
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
書
い
た
が
、
こ
の
同
じ
ノ

l
ト
M
の
二
三
ペ
ー
ジ
か
ら
三
一
二
ペ
ー
ジ
に

こ
の
「
索
引
」
を
書
き
し
る
し
た
。
そ
し
て
こ
の
あ
と
マ
ル
ク
ス
は
別
の
ノ

l
ト
に
、
「
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
」
の
原
稿
を
書
い
て
い
っ
た

(
一
八
五
八
年
五
月
三
一
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
の
、
さ
き
の
九
八
ペ
ー
ジ
末
に
掲
げ
た
箇
所
参
照
。
と
い
っ
て
も
こ
の
原
稿
も
ま
だ
印
刷
用
原
稿

に
は
な
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
)
。
こ
れ
が
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』

ω・
∞
ロ

t
u
h
に
編
集
者
が

〔
吋
話
回

HHHO
ロ
H
a
o
田
口
三
巾
凶
H
g

4
0
ロ
=
N
己
・
関
門
-
z
w
a
o円
旬
。
宮
山
田
門
町

3
0日向。口。
H
H
H
U
E〕

(
〔
『
経
済
学
批
判
』
の
原
本
文
の
断
片
〕
)
と
い
う
表
題
を
つ
け
て
収
諒
し
て
い
る



も
の
で
あ
る
(
こ
れ
ら
の
『
且
印
凶
お
よ
び
己
ユ
申
込
に
つ
い
て
は
の
ち
の
項
で
ま
た
見
る
)
。

マ
ル
ク
ス
は
こ
の
「
索
引
」
を
つ
く
り
は
じ
め
た
日
付
を
ノ

i
ト
M
の
当
該
箇
所
に
記
し
て
い
な
い
が
、
第
一
に
、

五
月
三
一
日
(
月
)

付
の
手
紙
で
こ
れ
を
つ
く
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
六
月
四
日
(
金
)

(m〉

る
こ
と
か
ら
見
て
、

に
発
送
す
る
『
ト
リ
ピ
ュ
ン
』
論
説
を
依
頼
し
て
い

ま
た
第
二
に
、
『
ト
リ
ビ
ュ
ン
』
論
説
は
船
便
の
都
合
上
だ
い
た
い
火
曜
日
か
金
曜
日
に
発
送
し
て
い
た
の
で
あ
る

が

つ
ぎ
の
週
に
は
六
月
八
日
の
火
曜
日
に
も
一
一
日
の
金
曜
日
に
も
マ
ル
ク
ス
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
論
説
を
書
き
送
っ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
(
司
問
、

F
回向凶・巴・

ω・
怠
戸

m
C
8
、

そ
の
こ
と
か
、
り
見
て
も
、

マ
ル
グ
ス
は
こ
の
「
索
引
」

づ
く
り
を
五
月
三
二
日
付
の
手
紙
を
書
い

た
こ
ろ
か
ら
実
際
に
は
じ
め
、
六
月
の
比
較
的
早
い
時
期
に
こ
れ
を
終
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

五
月
三
一
日
付
の
手
紙
で
「
さ
っ
そ
く
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
を
は
じ
め
る
」
と
記
し
、
そ
こ
で
「
索
引
」

a

つ
く
り
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
五
月
三
二
日
以
後
の
仕
事
は
「
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
」
の
仕
事
で
あ
り
、
こ
の
「
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
」

の
仕
事
は
ま
ず
「
索
引
」
づ
く
り
で
あ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
「
索
引
」
守
つ
く
り
は
ノ

l
ト
第
一

冊
か
ら
第
七
冊
ま
で
の
一
連
の
原
稿
を
書
い
た
あ
と
に
行
な
一
っ
た
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
も
ま
ち
が
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
い
ま
、

さ
ら
に
こ
の
「
索
引
」
づ
く
り
が
な
さ
れ
た
の
が
右
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、

ノ
ー
ト
第
七
冊
の
最
後
の
六
三
ぺ

i
ジ
の
「
I
価
値
」
を
書
い
た
の
は
、

五
月
ゴ
二
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
を
書
く
前
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
う
い
う
ふ
う
に
推
測
す
る
ほ
か
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

(

9

)

こ
こ
が
、
さ
き
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
i
に
原
稿
を
持
っ
て
い
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
の
も
と
に
な
っ
た
箇
所
で
あ
る
。

(
叩
)
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
当
時
、
イ
ン
ド
で
の
イ
ギ
リ
ス
軍
の
行
動
に
つ
い
て
と
き
ど
き
『
ト
リ
ピ
ュ
ン
』
に
論
説
を
書
い
て
い
た
が
、
こ
の
マ
ル
ク
ス

の
依
頼
に
応
じ
て
六
月
四
日
一
文
を
書
き
送
り
、
こ
れ
は
一
八
五
八
年
六
月
二
六
日
の
『
ト
リ
ピ
ュ
ン
』
に
社
説
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
(
司
ミ
マ
・

閃且・
H
N
・
ω
・怠

ω
l∞
所
収
)
。

司
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一O
五



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一O
六

4 

以
上
、

念
の
た
め
に
た
し
か
め
て
み
よ
う
と
し
て
、

マ
ル
ク
ス
の
当
時
の
手
紙
に
当
た
り
な
が
ら
見
て
き
た
が
、
『
グ
ル
ン
ト

リ
ッ
セ
』
編
集
者
も
新

M
E
G
A
編
集
者
も
精
粗
の
差
は
あ
る
と
し
て
も
同
様
な
操
作
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

執
筆
時
期
に
か
ん
し
て
そ
れ
ほ
ど
ち
が
っ
た
結
論
が
出
て
く
る
こ
と
は
も
と
も
と
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
ま
た
実
際
そ
れ
ほ
ど
ち
が

っ
た
こ
と
が
出
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
(
さ
き
に
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
原
稿
に
手
を
加
え
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
と
し
た
が
、
『
グ
ル

ン
ト
リ
ッ
セ
』
編
集
者
の
「
序
一
吉
」
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
論
じ
合
う
こ
と
を
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
行
き
の
目
的
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
い
ま
措
く
と
し

て
、
執
筆
時
期
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
点
、
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』

で
は

ヨ
刊
号
、
静
向

の
〉
ロ
5
2
wロ
ロ
四
冊
口
で
の
よ
う
な
書
き
方
は
し
て
い
な
い

-
1
1
司
ミ
ど
の
こ
の
巻
は
一
九
六
三
年
刊
で
あ
る
か
ら
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
よ
り
も
ず
っ
と
あ
と
の
も
の
な
の
で
あ
る
が
|
|
心
。

た
と
え
ば
、

さ
き
に
、

ノ
ー
ト
第
七
冊
の
六
二
ペ
ー
ジ
の
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
か
ら
の
抜
き
書
き
の
前
ま
で
の
と
こ
ろ
は
、

一
八
五
八

年
の
三
月
中
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
た
し
か
で
あ
る
と
い
え
よ
う
、

と
記
し
て
お
い
た
が
、
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
編
集

者
も
そ
の
「
序
ユ
一
一
口
」
の
な
か
で
、
「
主
と
し
て
夜
間
に
、

マ
ル
ク
ス
は
一
八
五
七
年
一

O
月
か
ら
一
八
五
八
年
三
月
ま
で
に
、

七
冊
の
ノ

i
ト
に
、
こ
こ
に
公
刊
さ
れ
る
大
き
な
原
稿
を
執
筆
し
た
」

9
・

5σ
、
「
マ
ル
ク
ス
が
一
八
五
八
年
三
月
末
に
過
労
の
た
め
病
気
に
な
っ

(
日
)

た
と
き
、
仕
事
は
粗
稿
の
形
で
は
で
き
上
が
っ
て
い
た
(
念
。
〉
与
包
円
当
日
目
B

H

向
。
宮
口
町
0
3釘)」
(
ω
-
M
H
)

と
い
う
よ
う
に
記
し
て
い

る

(
日
)
こ
こ
の
目
白
河
O
町
。
ロ
と
い
う
言
い
方
に
は
、
さ
き
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
行
き
の
こ
と
が
あ
る
の
で
ち
ょ
っ
と
ひ
っ
か
か
り
を
感
じ
る
。
し
か

し
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
編
集
者
は
、
一
八
五
八
年
一
一
月
二
九
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
(
こ
の
手
紙
に
つ
い
て
は
の
ち
に
ま
た
見
る
〉
の
な

か
で
マ
ル
ク
ス
が
岡
山
C
F
∞
三
者
ロ
ユ
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
、
七
冊
の
ノ

l
ト
の
原
稿
の
呼
び
名
の
な
か
に
:
の

E
ロ門目立広

広
2

H
ハ
ユ
三
内
弘
司
門
司

0
5
2
n
Eロ
O
宵

O
D
D
S
-巾
・

(
H
N
C
F
B
件
当
戸
円
。
-
H
∞可
¥
H
∞日∞
z
と
い
う
よ
う
に

H
N
D
Y
O
ロ件当ロ
B

同
と
い
う
語
を
つ
け
加
え
て
い

る
ほ
ど
な
の
で
あ
っ
て
(
「
序
品
一
一
口
」
、

ω-M内
円
〈
ー
)
、
そ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
右
の
ひ
っ
か
か
り
は
一
応
解
消
す
る
、
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



さ
き
に
掲
げ
た
よ
う
に
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
で
は
ノ

i
ト
第
七
冊
の
執
筆

時
期
を
「
一
八
五
八
年
二
月
末
。
三
月
お
よ
び
五
月
末
|
六
月
は
じ
め
(
関
口
宏
司
与

2
司
-
Z
U円
N
S色
刷

E
O
冨
包
¥
〉
広
告
ぬ
宕
巴

し
か
し
ま
た
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、

呂
町
∞
と
と
記
し
て
い
る
が
、
さ
き
の
私
の
推
測
だ
と
、

ノ
ー
ト
第
七
冊
の
最
後
の
六
三
ペ
ー
ジ
の
「
I

価
値
」
を
書
い
た
の
は
五
月
三

一
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
を
書
く
品
別
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
は
「
一
八
五
八
年
二
月
末
か
ら

三
月
末
ご
ろ
ま
で
。
お
よ
び
五
月
末
」
と
記
し
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
編
集
者
が
こ
こ
に
三
ハ
月
は
じ
め
」
と
記
し
た
の
は
、
こ
こ
だ
け
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
見
受
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
月
三
一
日
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
既
掲
の
よ
う
な
手
紙
を
書
い
て
い
る
が
、

つ
、
ぎ
の
よ
う
に
考
え
て

ノ
ー
ト
第
七
冊
の
六
二
、
六
コ
一
ペ
ー
ジ
を
書
い
た
の
が
五
月
末
と
は
断
定
し
が
乙
い
、
六
月
に
入
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
、

そ
う
考
え

て
ヱ
ハ
月
は
じ
め
」
と
記
し
た
、

つ
ま
り
五
月
末
か
ら
ち
ょ
っ
と
ズ
レ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
こ
う
記
し
て
お
い
た
、

と
い
う

よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
う
記
し
て
お
く
こ
と
が
と
く
に
誤
り
だ
と
も
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
編
集
者
は
そ
の

「序一寸一口」

の
と
こ
ろ
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

l
l
l
寸
よ
う
や
く
五
日
月
三
一

日
に
マ
ル
ク
ス
は
『
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
感
じ
、
円
さ
っ
そ
く
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
』
を
は
じ
め
た
。
/
/
/
ま
ず
第
一
に

〈

N
Z
D
r
E
C
彼
は
六
月
は
じ
め
に
、

ち
ょ
う
ど
終
わ
っ
た
粗
稿
の
本
文
に
日
を
通
し
、

ノ
ー
ト

M
の
末
尾
の
と
こ
ろ
に
ノ

l
ト
第
一
『
SSE-

第
七
冊
の
な
か
で
最
初
の
ニ
章
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
す
べ
て
書
き
と
め
た
。

-
:
:
だ
が
マ
ル
グ
ス
は
一
八
五
八
年
の
夏
に
は
、
『
索
引
』

と
価
値
の
章
の
冒
頭
と
の
執
筆
ま
で
し
か
進
ま
な
か
っ
た
」

3
・
u
Q
1
出

σ。
つ
ま
り
、

」
の
「
序
一
ず
一
口
」
で
は
、

五
月
一
三
日
付
エ
ン
ゲ

ル
ス
へ
の
手
紙
で
記
し
て
い
た
「
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
」
を

「
六
月
は
じ
め
」

か
ら
は
じ
め
、
そ
う
し
た
仕
事
と
し
て

「
索
引
」

と

「
価
値
の
章
の
冒
頭
」
と
を
書
い
た
、
と
い
う
説
明
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
丞

一O
七



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一O
八

さ
き
の
、

ノ
ー
ト
第
七
冊
の
執
筆
時
期
を
「
一
八
五
八
年
二
月
末
。
三
月
お
よ
び
五
月
末
!
六
月
は
じ
め
」
と
記
し
て
い
る
箇
所
で
の

「
六
月
は
じ
め
L

が
、
五
月
末
か
ら
ち
ょ
っ
と
ズ
レ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
右
の
「
序
一
言
」

で
の
説
明
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
「
六

A
は
じ
め
」
と
記
し
て
い
た
の
だ
っ
た
と
す
る
と
|
|
そ
し
て
こ
れ
は
同
じ
書
の
な
か

で
あ
る
か
ら
対
照
し
て
そ
う
見
る
ほ
う
が
む
し
ろ
当
然
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が

l
l、
こ
れ
は
だ
い
ぶ
お
か
し
な
こ
と
だ
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
「
序
言
」
で
の
こ
の
説
明
の
よ
う
に
「
六
月
は
じ
め
」
か
ら
「
索
引
」

づ
く
り
を

「
ま
ず

第
一
に
」
は
じ
め
、
ま
た
「
価
値
の
章
の
冒
頭
」

を
書
い
た
と
す
る
と
、
「
価
値
の
章
の
冒
頭
」

つ
ま
り
ノ

l
ト
第
七
冊
六
三
ペ
ー
ジ
の

箇
所
を
書
い
た
の
は
つ
六
月
は
じ
め
」
よ
り
も
さ
ら
に
あ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、

と
い
う
よ
う
な
混
乱
的
な
こ
と
に
も
な
っ
て
し

ま
う
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

五
月
一
一
一
一
日
以
後
の
仕
事
は

「
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
」

で
あ
り
、

こ
の
五
月
三
二
日
以
後
の

「
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
」
の
仕
事
は
ま
ず
「
京
引
」
づ
く
り
で
あ
っ
た
、

日
以
前
で
あ
ろ
う
と
し
た
さ
き
の
私
の
推
測
と
は
、

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
「
I
価
値
」
を
書
い
た
の
ゆ
五
月
三
一

(

辺

〉

か
な
り
は
っ
き
り
と
抵
触
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

(
ロ
)
私
は
、
「
I
価
値
」
は
ノ

i
ト
第
七
冊
の
そ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
と
ち
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
と
し
て
は
「
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
」
を
は
じ
め
よ

う
と
し
て
書
き
は
じ
め
、
そ
れ
を
途
中
で
や
め
て
「
索
引
」
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
あ
と
の
項
で
ま
た
述
べ
る
。
上
で
述
べ
て
い
る
の
は
、
五
万
三
一
日
以
後
の
「
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
」
の
仕
事
で
あ
っ
て
、
そ

れ
に
は
こ
の
「
I
価
値
」
は
入
っ
て
い
な
い
、
こ
れ
を
書
い
た
の
は
そ
れ
よ
り
前
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

右
は
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
に
つ
い
て
見
た
の
で
あ
る
が
、

つ
ぎ
に
新
M
E
G
A
第
二
部
第
一
巻
第
一
冊
の
ほ
う
を
見
て
み
よ
う
。

新

M
E
G
A
で
は
そ
の

「
序
文
色

E
E
E
D間
)
」

の
な
か
で
た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
|
|
「
一
八
五
七
年
一

O
月

か
ら
一
八
五
八
年
五
月
ま
で
に
、

旬。

E
Z
n
F
S
O
E
g
g
-
t
fを
執
筆
し
た
。
こ
れ
は
の
ち
の
『
資
本
論
』
の
最
初
の
粗
稿

2
2
目

2
5
H
N
5
3
Z
2
0

マ
ル
ク
ス
ほ
五

O
ポ

i
ゲ
ン
を
こ
え
る
大
き
な
範
囲
を
も
っ
原
稿
=
の

E
D苛
2
3
a
o円
以

H
F
t
w
a
2

を
な
す
も
の



で
あ
る
」
ハ
吋
巾
HH咽
叫

J
a
-
H
-
ω
-
E
J。
こ
の
よ
う
に
、

ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
の
「
序
4

一
一
口
」
で
は
一
般
的
に
言
う
と
き
さ
き
に
見
た
よ
う
に

「
一
八
五
七
年
一

O
月
か
ら
一
八
五
八
年
三
月
ま
で
に
」
と
記
し
て
い
た
が
、
新
M
E
G
A
の
序
文
で
は
そ
う
い
う
説
明
の
仕
方
を
と
く

に
し
て
い
な
い
と
と
も
に
、

一
八
五
八
年
の
「
六
月
は
じ
め
」
と
す
る
こ
と
も
し
て
い
な
く
「
五
月
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
右
の
「
序
文
」
が
の
っ
て
い
る
の
は
第
二
部
第
一
巻
第
一
冊
の

、吋白

M
H

の
冊
の
ほ
う
で
あ
る
が
、

同
じ
く
第
一
巻
第
一
冊
の

〉
苫
民
主
の
冊
の
ほ
う
で
は
、
。

2
ロ
青
山
回
田
町
の
部
分
に
入
っ
た
最
初
の
ぺ

l
ジ
の
表
題
の
と
こ
ろ
に

「
一
八
五
七
年
一

O
月
半
ば
ご
ろ

か
ら
一
八
五
人
年
五
月
末
ま
で

(
巴
巧

m
E
E叩

OEoσ
耳
立
印
刷
ロ
含
呂
町
比
呂
町
∞
〉
」
と
執
筆
時
期
を
記
し
て
い
る

3
・N
由)。

こ
こ
で

も
「
六
月
は
じ
め
」
と
す
る
と
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、
|
|
「
ノ

l
ト
第
一
冊
の
終
わ
り
の
と
こ
ろ

で
マ
ル
ク
ス
は
ロ
ン
ド
ン
の
新
聞
こ
当
日
E
U
1
E
4与の
F

E

の
一
八
五
七
年
一
一
月
八
日
号
か
ら
の
引
用
文
を
掲
げ
て
お
り
、
ま
た
ノ

i
ト
第
三
冊
の
八
|
四
五
ペ
ー
ジ
の
日
付
を
マ
ル
ク
ス
は
『
一
一
月
二
九
、
三

Q
日
お
よ
び
一
二
月
』
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
ノ

i
ト
第
一
冊
は
一
人
五
七
年
一

O
月
に
書
き
は
じ
め
ら
れ
た
と
い
う
結
論
が
え
ら
れ
る
。

一
八
五
八
年
五
月
二
一
一
日
付
エ
ン
ゲ
ル

ス
へ
の
手
紙
の
な
か
で
、

マ
ル
ク
ス
は
、
大
き
な
原
稿
に
い
ま
一
度
目
を
遇
し
て
こ
れ
へ
の
索
引
を
作
成
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
こ
の
時
点
で
原
稿
を
書
く
仕
事
は
す
で
に
や
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

マ
ル
グ
ス
は
右
と
同
じ
手
紙
の
な
か
で
、

『
さ
っ
そ

く
印
刷
の
た
め
の
仕
上
げ
を
は
じ
め
る
』

と
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
告
げ
て
い
た
」
守
・
白
・

0
・
ω
-
M
S。
こ
こ
で
「
五
月
末
」
と
し
て
い
る
根
拠

は
、
さ
き
の
私
の
推
測
の
根
拠
と
同
じ
で
あ
る
。

「
六
月
は
じ
め
」
の
件
は
こ
こ
ま
で
と
し
、

つ
ぎ
に
こ
ん
ど
は
新
M
E
G
A
で
記
し
て
い
る
ノ

l
ト
第
一
冊
に
着
手
し
た
時
期
、

つ
ま

り
の

E
E吋
円
回
目
に
着
手
し
た
時
期
の
ほ
う
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

〉
同
)
匂
白
百
円
で
は
右
の
よ
う
に
表
題
の
と
こ
ろ
で

「
一
八
五
七
年

一
O
月
半
ば
ご
ろ
」
と
記
し
て
い
る
。
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』

で
は
既
掲
の
よ
う
に

「
第
一
冊
は
一
八
五
七
年
一

O
月
に
で
き
た
も
の
で

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一O
九



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一一

O

あ
る
、

だ
が
マ
ル
グ
ス
に
よ
る
日
付
の
記
載
は
な
い
」
と
記
し
て
い
た

3
・
ωむ
。
新
M
E
G
A
で
は
こ
の
「
一

O
月
」
の
は
じ
ま
り
を
「
一

O
月
半
ば
ご
ろ
」
と
限
定
す
る
改
定
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
〉
U

H

)

向
日
門
で
の
右
の
説
明
は
9
|
|
こ
れ
は
表
題
の
下
に
は

じ
ま
る
文
の
冒
頭
の
と
こ
ろ
で
記
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
ー
ー
ー
、
こ
の
改
定
と
い
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
く
て
も
、
す
ぐ
上
の
表
題
の

と
こ
ろ
で
「
一

O
月
半
ば
ご
ろ
」
と
記
し
て
い
る
以
上
、
な
ぜ
「
一

C
月
半
ば
ご
ろ
」
と
考
え
た
か
を
説
明
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
で
は
二
つ
の
材
料
を
挙
げ
、

「
こ
の
こ
と
か
ら
、

ノ
ー
ト
第
一
冊
は
一
八
五
七
年
一

O
月
に
書
き
は
じ
め
ら
れ
た

と
い
う
結
論
が
え
ら
れ
る
(
り
白
吋
吉
田

E
E
丘町

V
R百円
O
B
g一
w
a
m
p
Q
S
O
B円
。
図
。
同
昨
日
B
O
Z
o
σ
2
H∞可

σσ
問。
E
5
D
巧戸

aG」
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
記
述
の
運
び
と
し
て
は
お
か
し
い
の
で
あ
っ
て
、

お
そ
ら
く
こ
の
日
S
O
W件。
σ
2
は
え
巧
ω
ζ
5
0
0
E
与
え

と

書
く
と
こ
ろ
を
書
き
誤
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

か
り
に
書
き
誤
っ
た
の
で
な
い
と
し
て
も
、
こ
こ
で
二
つ
の
材
料
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
、
な
ぜ
「
一

O
月
半
ば
ご
ろ
」
と

推
測
し
た
か
を
説
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
い
ま
こ
れ
を
見
て
み
よ
う
。
前
掲
の
よ
う
に
こ
の
説
明
で
は
、

て〉

は
「
ノ
I
ト
第
一
冊
の
終
わ
り
の
と
こ
ろ
」
で
|
|
こ
れ
は
こ
の
冊
の
四
六
ペ
ー
ジ
で
あ
る

1
1
「
ロ
ン
ド
ン
の
新
同

=J20W守

巴
岳
山
Hnvz
の
一
八
五
七
年
一
一
月
八
日
号
か
ら
の
引
用
文
」
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、

い
ま
一
つ
は
、

ノ
i
ト
第
三
冊
の
八
ペ
ー
ジ
|
|

。2
E吋
山
田
問
。
の
原
稿
と
し
て
は
八
ペ
ー
ジ
目
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る

l
iが
二
月
二
九
日
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
の
二
つ
を
、
挙
げ
て
い
る
の
は
|
|
〉
匂
沼
田

B
け
で
は
の
宗
忠
己
目
的
巾
の
前
の
「
序
説
ハ
巴
巳
包
宮
口
問
)
」

の
と
こ
ろ
で
執
筆
速
度
を

計
算
し
て
い
る

3
・
g)
こ
と
か
ら
見
て
も
|
|
、

そ
の
間
の
執
筆
速
度
か
ら
ノ

l
ト
第
一
冊
の
は
じ
ま
り
を
推
測
し
て
み
た
の
だ
、

と

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
計
算
し
て
み
る
と
|
|
。

ノ
ー
ト
第
一
冊
の
終
わ
り
は
四
八
ペ
ー
ジ
で
あ
り
、
第
二
冊
の
分
量
は
二
八
ペ
ー
ジ
少
々
で
あ
る
か
ら
、
四
六

i
四
八
ペ
ー
ジ
の
三
ぺ



ー
ジ
、
プ
ラ
ス
二
八
ペ
ー
ジ
、
計
コ
二
ペ
ー
ジ
。
こ
れ
を
一
一
月
八
日
か
ら
二
八
日
ま
で
の
ニ
一
日
間
に
書
い
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
分

量
を
は
か
る
に
は
ノ

i
ト
の
ペ
ー
ジ
数
よ
り
も
印
刷
し
た
さ
い
の
ペ
ー
ジ
数
の
は
つ
が
よ
り
精
確
で
あ
ろ
う
か
ら

l
lじ
つ
は
は
じ
め
ノ

ー
ト
の
ペ
ー
ジ
数
で
一
日
平
均
速
度
を
出
し
、

ノ
ー
ト
第
一
冊
の
一

1
四
五
ペ
ー
ジ
を
こ
の
速
度
で
書
い
た
と
す
る
と
何
日
か
か
っ
た
と

計
算
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
す
る
と
一
二
心
日
半
ほ
ど
と
な
り
、
一

一
O
月
半
ば
ご
ろ
」
と
は
少
々
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
|
|
、

『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』

で
の
印
刷
ぺ

1
ジ
で
当
た
っ
て
み
る
と
、

ノ
ー
ト
第
一
冊
の
一
一
月
八
日
号
新
聞
か
ら
の
引
用
文
が
あ
る
の
は

ω
・
同
町
で
あ
り
、
第
二
冊
の
終
わ
り
は

ω
-
N
g
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
七
四
ペ
ー
ジ
。
他
方
、

ノ
ー
ト
第
コ
聞
の
は
じ
ま
り
は

ω
・ω問
、
し

た
が
っ
て

ω
・
足
。
ま
で
の
ペ
ー
ジ
数
は
九
二
ペ
ー
ジ
。

そ
こ
で
、

七
四
ペ
ー
ジ
を
一
二
日
で
書
い
た
と
す
る
と
、
九
二
ペ
ー
ジ
を
書
く

の
に
何
日
か
か
っ
た
か
、

つ
ま
り
立
一

N
H
H
S
一
凶
を
計
算
す
る
と
、

凶
H
N。・
H

と
な
る
。

つ
ま
り
二
六
日
少
々
と
な
る
。
し
た
が
っ
て

ノ
ー
ト
第
一
冊
の
書
き
は
じ
め
ゆ
一
一
月
八
日
の
一
一
六
日
前
、

一
O
月
二
二
日
ご
ろ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
「
一

O
且
半
ば

ご
ろ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

新

M
E
G
A
編
集
者
は
二
つ
の
材
料
を
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
計
算
を
示
し
て
い
な
い
。

「一

O
且
」

と
い
う
こ
と
だ
ゆ
で
あ
れ
ば
二
つ

の
材
料
を
見
た
だ
け
で
目
の
子
算
で
出
て
く
る
の
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
右
の
よ
う
な
計
算
を
し
て
「
一

C
片
半
ば
ご
ろ
」
と
い
う
推
測

を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
他
の
部
分
で
の
執
筆
速
度
か
ら
別
の
部
分
の
執
筆
期
間
を
推
定
す
る
こ
と
は
、

あ
く
ま
で
推
定
に
と

と
ま
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
と
も
か
く
計
算
し
て
み
る
と

「一

C
月
半
、
ば
ご
ろ
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
さ
き
に
記
し

た
誤
記
の
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
二
つ
の
材
料
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、

年
一

O
月
半
ば
ご
ろ
に
書
き
は
じ
め
ら
れ
た
と
い
う
結
論
が
え
ら
れ
る
」
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
、

や
は
り
、
「
こ
の
こ
と
か
ら
、

ノ
ー
ト
第
一
冊
は
一
八
五
七

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、

ノ
ー
ト
第
一
冊
四
六
ペ
ー
ジ
に
一
八
五
七
年
一
一
月
八
日
号
の
新
聞
か
ら
の
引
用
文
が
あ
る
と
い
う
さ
き
の

〉
日
)
日
)
出
H

ー
と
で
の

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

指
摘
は
、
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
で
「
第
一
冊
は
一

O
月
に
で
き
た
(
同
丘
二
笠
宮

C
E
5
2
3
z
s
E
g
)」
と
し
て
い
た
の
に
た

い
し
て
、
こ
の
冊
の
終
わ
り
の
時
期
に
つ
い
て
も
改
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
〉
匂
匂
員
三

で
ノ
!
ト
の
個
々
の
冊
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
部
分
で
は
、

ノ
ー
ト
第
一
冊
の
執
筆
時
期
を

「
一
八
五
七
年
一

O
月
半
ば
ご
ろ
か
ら

一
月
半
ば
ご
ろ
ま
で
ハ
明
言
釦

民
主
。
。

E
o
σ
2
σ
目的。件当

m
Z
5
0
2
0
4
0
S
σ
O吋
居
間
叶
〉
」
と
記
し
て
い
る

(
白
・
白
・

0
・

ω-S-
既
掲
)
。

四
六
ペ
ー
ジ
の
と
こ
ろ
を
書
い

た
の
は
早
く
て
一
一
月
八
日
で
あ
る
が
、

か
り
に
一
一
月
八
日
に
書
い
て
い
た
と
す
る
と
、
前
記
の
執
筆
速
度
だ
と
四
八
ペ
ー
ジ
を
終
え

た
の
が
九
日
か
、

一
O
日
と
な
る
。
そ
と
で
だ
い
た
い
一
一
月
半
ば
と
見
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
最
後
に
一
つ
。

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
間
の
手
紙
を
見
る
と
、

一
八
五
七
年
九
月
半
ば
か
ら
月
末
に
か
け
て
き
わ
め
て
顔
繁
に

手
紙
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
手
紙
で
は
一
八
五
七
年
恐
慌
に
触
れ
て
お
ら
ず
、

マ
ル
ク
ス
の
手
紙
の
な
か
で
こ
の
恐
慌
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
最
初
の
手
紙
は
、

よ
う
や
く
一

O
月
二

O
日
付
の
手
紙
で
あ
る
(
三
宅
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
/
イ
ギ
リ
ス
恐
慌
史
論
』
、

上
巻
、
二
豆
五
ペ
ー
ジ
、
二
六
一

1
二
ペ
ー
ジ
参
照
〉
。
手
紙
で
の
こ
う
し
た
状
況
か
ら
見
る
と
、

そ
し
て
さ
き
に
昆
た
よ
う
に
ハ
注

(
7》

マ
ル
ク
ス
が
の
自
邑
己
目
的
。
の
執
筆
に
着
手
し
、
こ
れ
を
進
め
る
う
え
で
、
恐
慌
の
進
行
が
大
い
に
駆
り
立
て
る
作
用
を
し
た
ら
し
い
こ

と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
点
か
ら
い
っ
て
も
ノ

l
ト
第
一
冊
の
書
き
は
じ
め
は
、

一
(
U月
と
い
っ
て
も
半
ば
以
後
の
一

O
月
中
旬
と

い
う
と
こ
ろ
が
、

お
そ
ら
く
事
実
に
近
い
線
で
は
な
い
か
と
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
原
稿
の
執
筆
速
度
に
つ
い
て

右
の
こ
の
終
わ
り
で
、

ノ
ー
ト
第
一
冊
の
書
さ
は
じ
め
の
時
期
を
推
定
す
る
た
め
に
、
新
M
E
G
A
で
挙
げ
て
い
る
材
料
に
し
た
が
っ

て
執
筆
速
度
を
計
算
し
て
み
た
が
、
新
M
E
G
A
の
こ
の
間
じ
第
二
部
第
一
巻
第
一
冊
の

k
r
H
)

匂
白
色

で
は
右
よ
り
前
の
「
序
説
」
に
つ



い
て
記
し
て
い
る
部
分
に
お
い
て

マ
ル
ク
ス
が
の

E
邑
ユ
回
目
刊
に
と
り
か
か
る
以
前
に
書
い
た
こ
の
「
序
説
」
の
執
筆
時
期
を
推
定
す

る
た
め
に

l
lこ
れ
の
書
き
は
じ
め
は
「
ロ
ン
ド
ン
。
〔
一
八
〕
五
七
年
人
月
二
三
日
」
と
い
う
日
付
が
マ
ル
グ
ス
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い

る
が
終
わ
り
の
日
付
が
な
い
の
で
l
!、
。
門
戸
口
門
主
回
目
。
を
書
い
た
と
き
の
マ
ル
ク
ス
の
執
筆
速
度
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
「
約
二
印
刷
ボ

l
ゲ
ン
の
分
量
で
あ
る
序
説
の
本
文
は
、
明
ら
か
に
、

あ
ま
り
長
い
中
断
は
せ
ず
に
室
固
か
れ
た
。

」
れ
に

ま
も
な
く
つ
づ
い
て
書
か
れ
た
ノ

l
ト
七
冊
か
ら
な
る
一
八
五
七

l
五
八
年
の
大
き
な
経
済
学
原
稿
ハ
=
。

2
ロ
骨

Z
8
0
2
同門

E
w
a
R

3
5
2
§
8
0
}
S
D
O
B
Z
J
 は
、
わ
れ
わ
れ
に
執
筆
速
度
を
探
索
す
る
可
能
性
を
与
え
て
く
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
若
干
の
箇
所
に
筆

者
に
よ
る
日
付
が
入
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、

た
と
え
ば
ノ

i
ト
第
四
冊
の
ニ
四
ペ
ー
ジ
に
一
入
五
八
年
一
月
、
ま
た
ノ

i
ト
第
七
冊

の
五
ペ
ー
ジ
に
一
入
五
人
年
三
月
と
記
し
て
あ
る
〔
い
ず
れ
も
そ
こ
で
月
が
変
わ
っ
た
と
い
う
日
付
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
が
そ
の
月
の
最
初
の
日
と

い
う
こ
と
に
な
る
〕
。
こ
こ
か
ら
、
本
文
一
一
一
ペ
ー
ジ
、

」
れ
は
約
二

O
印
刷
ボ

l
ゲ
ン
を
な
し
て
い
る
が
、

」
れ
が
八
週
間
〔
く
わ
し
く

は
五
九
日
で
あ
る
〕
で
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
出
て
く
る
。

平
均
す
る
と
、

一
週
間
で
二
・
五
ボ

1
ゲ
ン
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、

て7

ル
ク
ス
は
序
説
を
書
く
の
に
一
週
間
以
上
ほ
要
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

入
月
一
一
三
日
に
書
き
は
じ
め
た
と
す
る
と
、
彼
が
執
筆
を
や

め
た
の
が
λ
月
の
終
わ
り
ご
ろ
の
日
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
た
し
か
で
あ
る
宮
司
ヴ
g
n
U
Q
-
o
Z広
仏
耳
目
円
『
巳
H
H
Z
Y
円
巧
m
w
V
H田
口

F
O
F
巳
片
町

-
D
b
∞ロ

-o門
N
-
f
A
W

ロ

寸凶ぬ
σ
p
b
g
k
r
z関
口
白
門
凶
σ)」
(
白
・
白
・

0
・〉日選出

E
F
斗
巾
ロ
ゲ
向
山
・

5
・
〔
〕
内
l
一
二
宅
。
こ
こ
の
一
部
は
前
に
注
ハ
5
〉
で

見
た
)
。

右
の
よ
う
に
計
算
し
て
新
M
E
G
A
で
ほ
「
序
説
」
は

λ
月
中
に
書
か
れ
た
と
し
て
、
従
来
九
且
の
半
ば
ご
ろ
ま
で
に
書
か
れ
た
と
見

ら
れ
て
い
た
の
を
改
定
し
て
い
る
。
従
来
は
、

た
と
え
ば
一
九
五
三
年
版
の
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
で
は
「
こ
の
序
説
は
、

M
と
い
う
記

E

マ
が
つ
い
て
い
て
、

一
八
五
七
年
λ
月
二
三
日
に
は
じ
め
ら
れ
、

ぽ
ぼ
九
月
半
ば
に

(
g
-
E
5
0
ω
a
g
B
Z
G
筆
を
お
い
た
一
冊
の
ノ

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一
一一} 



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一
一
四

ハ
日
)

l
ト
の
な
か
に
書
か
れ
て
い
る
」

3
・
6
と
記
し
て
い
た
の
だ
ワ
た
。

(
臼
)
の
g
p
a
己
目
印
叩
を
書
い
て
い
た
と
き
に
は
マ
ル
ク
ス
は
、
既
掲
の
一
八
五
七
年
一
二
月
八
日
付
や
一
二
月
一
八
日
付
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
恐
慌
に
と
も
な
っ
て
社
会
的
動
乱
が
起
き
る
こ
と
を
予
想
し
、
そ
れ
が
起
き
る
前
に
な
ん
と
か
書
き
上
げ
て
お
き
た
い
と
「
気

ち
が
い
の
よ
、
コ
に
(
項
目
叩
芯
ロ
)
」
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た

Q

だ
が
「
序
説
」
の
八
月
下
旬
当
時
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
大
き
な
破
産

が
生
じ
て
い
た
が
、
既
述
の
よ
う
に
ロ
ン
ド
ン
に
そ
の
報
が
届
い
た
の
は
九
月
半
ば
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
執
筆
速
度
も
「
序
説
」
の
と
き
と

の
2
口
弘
吋
目
的
問
。
の
と
き
と
で
は
若
干
ち
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
し
、
ま
た
「
序
説
」
は
途
中
で
打
ち
切
っ
た
形
で
や
め
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
九
月
半
ば
か
ら
あ
い
つ
い
で
報
、
ぜ
ら
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
で
の
恐
慌
、
そ
し
て
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
リ
パ
プ
ー

ル
、
グ
ラ
ス
ゴ

l
に
ま
ず
影
響
を
与
え
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
事
態
と
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
こ
の
あ
と
一

O
月
か
ら
の

E
D品

ユ
曲
目
叩
の
執
筆
へ
の
移
行
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
に
も
想
像
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
そ
う
想
像
す
る
と
、
「
序
説
」
を
書
く
こ
と
を

や
め
た
の
を
「
九
月
半
ば
ご
ろ
」
と
見
る
の
も
|
|
従
来
九
月
半
ば
ご
ろ
と
し
て
い
た
の
が
ど
う
い
う
根
拠
か
ら
そ
う
見
て
い
た
の
か
知
ら
な
い

が
|
1
i
、
ま
ん
ざ
ら
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

だ
が
し
か
し
、
さ
き
に
執
筆
時
期
の
終
わ
り
の
と
こ
ろ
で
記
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
マ
ル
ク
ス
の
手
紙
を
見
る
と
、
九
月
半
ば
ご
ろ
に
は
恐
慌
に

つ
い
て
な
に
も
触
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の
は
一

O
月
二

O
H
の
手
紙
が
最
初
で
あ
る
。
こ
う
し
た
手
紙
の
状
況
か
ら
見
る

と
、
右
の
想
像
は
お
そ
ら
く
当
た
っ
て
い
な
い
と
考
え
た
ほ
う
が
、
事
実
に
近
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
新

M
E
G
A
編
集
者
は
さ
き
の
よ
う
に
、
「
序
説
」
ほ
「
明
ら
か
に
(
。
ロ

8
2
n
F
Eの
ご
、

あ
ま
り
長
い
中
断
ゆ
せ
ず
に
宕
}50

ぬ
志
向
日

0
3
台
三
2σ
吋

o
n
yロ
ロ
肉
)
書
か
れ
た
」
と
し
、
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
「
序
説
」
の
あ
と
ま
も
な
く
舎
か
れ
た
の

E
ロ仏
t

円
回
目
的
。

で
の
執
筆
速
度
か
ら

「
序
説
」
を
書
い
た
期
間
を
推
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
「
あ
ま
り
長
い
中
断
は
せ
ず
に
」
書
い
た

こ
と
が
「
明
ら
か
」
で
あ
る
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
そ
こ
で
は
と
く
に
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
あ
と
の
ほ
う
の
箇
所
で
、

「
序
説
」

の
原
稿
に
つ
い
て
、

語
の
綴
り
の
省
略
の
仕
方
や
書
き
誤
り
が
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
「
す
べ
て
こ
れ
ら
の

」
と
は

マ
ル
ク
ス
が
原
稿
を
き
わ
め
て
速
く
す
白
}
弓
哲
吉
o
Z
)
書
き
、

そ
し
て
後
日
読
み
返
し
を
し
て
誤
り
を
直
す
こ
と
を
し
な
か



っ
た
、

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
い
う
所
見
を
記
し
て
い
る

(
白

-
a・
c・
ω・日∞)。

」
う
し
た
こ
と
が
、
「
あ
ま
り
長
い
中
断
は
せ

ず
に
4

脅
か
れ
た
」
と
判
断
し
た
理
由
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
見
受
け
ら
れ
る
。
原
稿
が
き
わ
め
て
速
い
速
度
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と

と
、
中
断
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
と
は
、
事
柄
と
し
て
は
別
の
事
柄
な
の
で
は
あ
る
が
。

と
こ
ろ
で
、
「
序
説
」

に
つ
い
て
し
る
す
こ
と
は
本
稿
で
は
別
の
項
を
予
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

い
ま
こ
こ
で
見
ょ
う
と
し
て
い

る
の
は
の

E
D門
主
問
問
。
の
執
筆
速
度
の
ほ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
題
に
戻
ろ
う
。

前
掲
の
よ
う
に
、

ノ
ー
ト
第
四
冊
の
三
四
ペ
ー
ジ
の
と
こ
ろ
が
一
八
五
八
年
一
月
一
日
、

ノ
ー
ト
第
七
冊
の
五
ペ
ー
ジ
の
と
こ
ろ
が
一

八
五
八
年
三
月
一
日
、
こ
の
間
の
ノ

i
ト
で
の
ペ
ー
ジ
数
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

そ
し
て
新
M
E
G
A
で
は
こ
の
分
量
は
約
二

O
ボ
i
ゲ
ン
で

あ
り
、
こ
れ
を
八
週
間
で
書
い
た
と
し
て
週
平
均
「
二
・
五
ボ
l
ゲ
ン
」
と
い
う
計
算
を
し
て
い
る
。
し
か
し
ボ

i
ゲ
ン
で
の
計
算
は
わ

が
国
で
は
な
じ
み
が
薄
い
の
で
、
こ
こ
で
は
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
で
の
印
刷
ペ

l
ジ
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。

『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
の
印
刷
ぺ
!
ジ
で
見
る
と
、

ノ
ー
ト
第
四
冊
二
四
ペ
ー
ジ
で
の
一
八
五
人
年
一
月
か
ら
の
笛
所
は

ω
・

ω
N
N
の

三

C
行
目
か
ら
で
あ
り
、
第
七
冊
五
ペ
ー
ジ
の
同
年
一
二

A
か
ら
の
箇
所
は

ω
・

m
u
u
の
二
行
目
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
約
二
七
六
べ

ー
ジ
の
分
量
を
こ
の
間
の
日
数
五
九
日
で
割
る
と
二
日
平
均
約
四
・
七
ペ
ー
ジ
弱
と
な
る
。

つ
ま
り
、
円
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
の
組
み
ぺ

ー
ジ
で
、
こ
の
間
一
日
も
休
む
こ
と
な
く
書
い
た
と
し
て
、

一
日
平
均
五
ペ
ー
ジ
弱
書
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
(
な
お
、
ノ
ー
ト
の
ぺ

I
ジ

数
で
え
る
と
、
一
一
一
ペ
ー
ジ
で
あ
る
か
ら
一
日
平
均
一
・
九
ペ
ー
ジ
弱
と
い
う
こ
と
に
な
る
〉
。

さ
さ
に
ノ

l
ト
第
一
冊
の
は
じ
ま
り
の
時
期
を
「
一
八
五
七
年
一

O
月
半
ば
ご
ろ
」
と
す
る
推
定
を
た
し
か
め
る
計
算
を
し
て
み
た

が
、
そ
こ
で
の
第
一
冊
の
終
わ
り
の
あ
た
り
か
ら
第
二
冊
末
ま
で
の
司
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
で
の
印
刷
ペ
ー
ジ
数
は
九
二
ペ
ー
ジ
。
こ
れ

を
二
一
日
で
書
い
た
と
す
る
と
、

一
日
平
均
約
四
・
四
ペ
ー
ジ
弱
と
な
る
。

つ
ま
り
一
日
平
均
四
ペ
ー
ジ
半
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一
一
五



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一
一
六

(ノ
l
ト
の
ペ
ー
ジ
数
で
見
る
と
一
一
二
ペ
ー
ジ
、

一
日
平
均
一
・
五
ペ
ー
ジ
弱
と
な
る
)
。

つ
い
で
に
、
試
み
に
い
ま
一
つ
別
の
箇
所
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

さ
さ
に
新
M
E
G
A
で
挙
げ
て
い
た
よ
う
に
ノ

l
ト
第
三
冊
の
八

ペ
ー
ジ
に
一
八
五
七
年
一
一
月
ニ
九
百
と
い
う
日
付
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
で
は

ω
・
8
0の
一
二
四
行
自
で
あ
る
。
こ

れ
と
、

ノ
ー
ト
第
四
冊
二
四
ペ
ー
ジ
で
の
一

λ
五
八
年
一
月
か
ら
の
箇
所
?
巴
竺
一

O
行
目
と
の
あ
い
だ
を
と
る
と
、
こ
の
間
一
二
ニ
ペ

ー
ジ
。
こ
れ
を
一
二
三
日
で
割
る
と
、

一
日
平
均
約
三
了
七
ペ
ー
ジ
弱
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
一
日
平
均
四
ペ
ー
ジ
ほ
ど
で
あ
る

(ノ

i
ト
の
ペ
ー
ジ
数
だ
と
六
一
ペ
ー
ジ
、

一
日
平
均
一
・
八
ペ
ー
ジ
強
)
。

い
ま
こ
れ
を
ノ

l
ト
の
冊
順
に
並
べ
て
み
る
と
、

ノ
ー
ト
第
一
冊

t
第
二
冊
の
あ
だ
り
が
一
日
平
均
四
ペ
ー
ジ
半
、
第
三
冊

t第
四
冊

半
ば
が
四
ペ
ー
ジ
、
第
四
冊
半
ば

t
第
七
冊
は
じ
め
が
五
ペ
ー
ジ
。
ざ
っ
と
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
ま
で
き
た
の
で
、
事
を
完
結
さ
せ
る
た
め
に
さ
ら
に
第
七
冊
の
残
り
の
部
分
も
見
て
お
こ
う
。
ゴ
一
月
一
白
か
ら
第
七
冊
五
ペ
ー
ジ

目
が
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
こ
こ
は
前
記
の
よ
う
に
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
で
は

ω-guの
二
行
目
。
そ
し
て
、
既
述
の
よ
う
に
第
七
冊
六

二
ペ
ー
ジ
半
ば
の
マ
グ
ラ
!
レ
ン
の
前
ま
で
が
一
八
五
八
年
の
三
月
中
に
書
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
こ
こ
ま
で
を
と
る
と
、

」
こ
は

ω
吋
告
の
二
六
行
目
。

」
の
聞
の
ペ
ー
ジ
数
二
ハ
二
・
五
ペ
ー
ジ
ほ
ど
。

こ
れ
を
一
一
一
一
臼
で
割
る
と
五
・
二
ペ
ー
ジ
強
と
な
る
(
ノ
i
ト

のぺ

i
ジ
だ
と
こ
の
間
五
七
・
五
ペ
ー
ジ
、

一
日
平
均
一
・
九
ベ
!
?
弱
と
な
る
)
。
か
ら
だ
の
具
合
が
だ
い
ぶ
悪
く
な
っ
て
き
た
は
ず
の
一
八
五

そ
し
て
か
え
っ
て
、
そ
の
前
の
一
月
、
二
月
の
一
白
平
均
四
・
七
ペ

ー
ジ
に
く
ら
べ
て
半
ぺ

i
ジ
ほ
と
ふ
え
、
全
期
間
中
い
ち
ば
ん
速
く
書
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
書
い
て
い
た
計
算
に
な
る
。

八
年
一
二
月
に
お
い
て
も
、
意
外
に
執
筆
速
度
が
下
が
っ
て
い
な
い
。

さ
て
、
こ
の
へ
ん
で
だ
い
た
い
全
体
の
様
子
が
わ
か
っ
た
と
と
に
な
る
が
、
電
卓
を
使
い
つ
い
.
で
に
、
も
う
す
こ
し
数
字
の
計
算
を
試

み
て
お
こ
う
。



前
掲
の
よ
う
に
新
M
E
G
A
で
は
ノ

i
ト
第
四
冊
の
二
四
ペ
ー
ジ
か
ら
第
七
冊
の
五
ペ
ー
ジ
ま
で
の
分
量
は
「
約
二

O
印

刷

ボ

l

ゲ

ン
」
で
あ
る
と
し
、
週
平
均
コ
一
・
五
ボ

i
ゲ
ン
」
と
い
う
計
算
を
し
て
い
た
。
本
稿
の
注
(
5
〉
の
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
か
ら
の

E
Eユ
話
。

は
全
体
で
は
五

O
ボ
!
ゲ
ン
を
こ
え
て
い
る
と
推
測
し
た
が
、
新
M
E
G
A
の
「
序
文
」
で
も
前
掲
の
よ
う
に
「
五

O
ボ
i
ゲ
ン
を
こ
え

る
」
と
し
て
い
る
(
、
吋
巾
己
・
、
叶
冊
目
同
ゲ

ω
E
J
。

ど
の
程
展
こ
え
て
い
る
か
を
も
う
す
こ
し
く
わ
し
く
見
る
と
、

右
の
約
二

O
ボ
l
ゲ
ン
と

し
て
い
る
部
分
は
円
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
で
は
前
記
の
よ
う
に
二
七
ム
八
ペ
ー
ジ
分
で
あ
り
、

の吋ロロ仏吋目的目。

メ¥
土

体

ノ

第
F七
冊
σコ

マ
ク
ラ
l
レ
ン
の
前
ま
で
i
l
は
七
二
七
ペ
ー
ジ
分
で
あ
る
か
ら
、
計
算
す
る
と
五
五
ボ
l
ゲ
ン
弱
と
な
る
。

ま
た

ノ
i
ト
第
一
冊
を
一
八
五
七
年
一

O
月
一
五
日
か
ら
書
き
は
じ
め
た
と
す
る
と
、
五
八
年
三
月
末
ま
で
で
計
一
六
八
日
。
こ
の

間
一
日
も
休
ま
ず
に
右
の
七
二
七
ペ
ー
ジ
を
書
い
た
と
す
る
と
、

一
日
平
均
四
・
三
ペ
ー
ジ
と
な
る
(
き
さ
の
、
全
体
を
四
つ
に
区
切
っ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
速
度
の
平
均
だ
と
四
・
五
ペ
ー
ジ
と
な
る
)
。

な
お
、

f
i
F
で
の
自
足
立
的
由
。
を
書
き
し
る
し
た
ぺ
l
ジ
は
、
第
一
冊
が
四
八
ペ
ー
ジ
、
第
ニ
冊
が
二
九
ペ
ー
ジ
、
第
二
一
冊
が
三
人

ペ
ー
ジ
、
第
四
冊
が
五
三
ペ
ー
ジ
、
第
五
冊
が
三
三
ペ
ー
ジ
、
第
六
冊
が
四
四
ペ
ー
ジ
、
第
七
冊
が
六
二
ペ
ー
ジ
(
マ
ク
ラ
i
レ
ン
の
前
ま
で
)

も
う
こ
の
へ
ん
で
や
め
と
し
よ
う
。

一
日
平
均
)
・
叶
八
ペ
ー
ジ
ほ
ど
に
な
る
。

さ
て
以
上
見
て
き
た
よ
う
な
執
筆
速
度
l
|
こ
れ
を
簡
単
に
い
え
ば
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
の
印

で
あ
っ
て
、
計
三

O
六
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
同
じ
く
一
六
八
日
で
剖
る
と
、

刷
ペ
l
ジ
で
一
日
平
均
「
だ
い
た
い
四
ペ
ー
ジ
半
」
と
見
て
よ
い
|
|
は
、
品
脅
か
れ
た
も
の
の
内
容
か
ら
い
っ
て
そ
れ
だ
け
で
も
か
な
り

の
仕
事
の
密
度
で
あ
る
が
、

し
か
も
マ
ル
ク
ス
は
当
時
、
こ
の
原
稿
を
書
く
の

ι
一
日
を
自
由
に
使
え
た
の
で
は
な
い
。
さ
き
に
注
(

7

)

で
挙
、
げ
た
手
紙
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
仕
事
を
す
る
の
に
マ
ル
ク
ス
に
残
さ
れ
て
い
た
時
間
は
夜
の
時
間
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
右
で
見
た
一
日
の
執
筆
速
度
と
い
う
の
は
、
実
際
に
は
一
晩
の
執
筆
速
度
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一
一
七



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一
一
八

さ
き
に
掲
け
た
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
は
一
八
五
七
年
一
二
月
当
時
つ
ぎ
の
よ
う
な
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
i
i
「
僕
は
ま
っ
た
く
も
の
す

ご
く
仕
事
を
し
て
い
る
、

た
い
て
い
朝
の
四
時
ま
で
。
仕
事
は
す
な
わ
ち
こ
つ
あ
る
。
第
て
経
済
学
概
要
の
仕
上
げ
。
・
・
第
二
、
現

在
の
恐
慌
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
i
l
l
『
ト
リ
ビ
ュ
ン
』

(

U

)

 

れ
が
な
か
な
か
時
聞
を
と
る
」
(
一
八
五
七
年
一
二
月
一
八
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
。
注
(

7

)

で
既
掲
〉
。

へ
の
論
説
を
別
と
す
れ
ば
|
i
E
た
だ
帳
付
け
を
し
て
い
る
だ
け
だ
が
、

し
か
し
こ

(μ
〉
な
お
、
こ
の
手
紙
の
こ
こ
の
箇
所
に
つ
づ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
「
現
在
の
恐
慌
」
に
つ
い
て
春
ご
ろ
エ
シ
ゲ
ル
ス
と
一
緒
に
「
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
(
E
H
H
M
H
V
Z
Z
O
」
を
つ
く
っ
て
み
た
ら
と
う
か
と
考
え
て
い
る
と
し
、
「
僕
は
大
き
な
三
時
を
計
画
し
て
い
る
、
-
|
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ

ラ
ン
ス
だ
(
山
口

v
g
g
ω
開
門

D
F
ロ
ロ
吾
氏
自
同
町
芯
四
件
|
|
H
W
D間
S
E
-

。2
2
2『・

p
g
g
)」
と
書
い
て
い
る
が
、
こ
こ
を
大
月
書
庖
刊
の

『
全
集
』
第
二
九
巻
一
八
七
ペ
ー
ジ
の
訳
で
は
、
「
僕
は
大
き
な
ノ
l
ト
を
三
冊
つ
く
っ
た
」
と
誤
訳
さ
れ
て
い
る
。
す
ぐ
あ
と
で
見
る
「
恐
慌
ノ

i
ト
」
と
関
連
が
あ
る
こ
と
な
の
で
付
記
し
て
お
く
。

マ
ル
ク
ス
が
こ
の
手
紙
を
書
い
て
い
た
と
き
は
、

さ
さ
に
見
た
ノ

l
ト
第
三
冊

t
第
四
冊
半
ば
の
と
こ
ろ
を
書
い
て
い
た
時
期
で
あ

る
。
乙
の
、

ノ
ー
ト
第
三
冊
の
八
ペ
ー
ジ
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
一
八
五
七
年
一
一
月
二
九
日
か
ら
、

ノ
ー
ト
第
四
冊
二
四
ペ
ー
ジ
で
の
一

八
五
八
年
一
月
一
日
ま
で
の
期
間
、

つ
ま
り
五
七
年
一
一
月
二
九
日

1
一
二
月
三
二
日
の
あ
い
だ
で
見
る
と
、

マ
ル
ク
ス
は
『
ニ
ュ

l
ヨ

ー
ク
・
ト
リ
ビ
ュ
ン
』

に
た
い
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
毎
週
金
曜
日
に
恐
慌
論
説
を
書
き
送
っ
て
い
た
。

一
二
月
四
日
に

「
門
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
金
融
恐
慌
〕
」
、
一
一
日
に
「
イ
ギ
リ
ス
の
生
産
と
襲
い
か
か
っ
て
い
る
産
業
恐
慌
と
に
つ
い
て
の
論
説
」
、
一
八
日
に
「
〔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

恐
慌
〕
」
、
二
五
日
に
「
フ
ラ
ン
ス
の
恐
慌
」
(
〔

の
つ
い
た
表
題
は
出
向
島
ミ
岡
高
司
目
白
司
有
営
編
集
者
の
つ
け
た
も
の
。
上
の
う
ち
一
二
月
一
一

日
に
送
っ
た
論
説
は
吋
ト
リ
ビ
ュ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
、
|
|
三
宅
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
/
イ
ギ
リ
ス
恐
慌
史
論
』
、

上

巻
、
二
六
四
ペ
ー
ジ
参
照
)
。

ま
た
、
右
の
一
二
月
一
八
日
の
手
紙
で
「
こ
れ
が
な
か
な
か
時
聞
を
と
る
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

マ
ル
ク
ス
は
一
八
四
七
年
恐
慌



以
来
待
ち
に
待
っ
て
い
た
恐
慌
が
い
よ
い
よ
到
来
し
た
と
い
う
こ
と
で
こ
の
恐
慌
の
経
過
を
注
視
し
、
新
聞
や
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
か
ら

の
切
り
抜
き
を
貼
っ
た
ノ

l
ト
を
つ
く
っ
て
い
た
。
表
紙
に
∞
。

o
w
o
h
F
o
n弘
氏
的
。
同
呂
町
叶

と
記
し
た
ノ

l
ト
。
こ
の
「
一
入
五
七

年
の
恐
慌
ノ

l
ト
」
を
マ
ル
グ
ス
が
っ
く
り
は
じ
め
た
の
は
一
八
五
七
年
一
一
月
七
日
ご
ろ
と
み
ら
れ
、
だ
い
た
い
に
お
い
て
ノ

I
ト
の

前
半
部
分
は
一
一
月
七
日
か
ら
一
一
一
月
一
一
日
ま
で
、
後
半
部
分
は
一
一
一
月
一
一
日
か
ら
一
二
月
末
ま
で
の
も
の
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

な
お
こ
れ
に
つ
づ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
表
紙
に
吋
宮
∞

g
w
え
の
0
5
5
q己
主
口
三
回
目
印
甘
ロ
ロ
ωミ
呂
田
∞

と
記
し
た
「
一
八
五
人
年
の
恐

慌
ノ
!
ト
」
を
つ
く
っ
て
い
た
が
、

」
れ
は
一
八
五
八
年
二
月
一
七
日
(
木
曜
日
)

の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
週
報
の
記
録
が
一
ば
ん
最
後

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
(
川
鍋
正
敏
「
マ
ル
ク
ス
の
司
恐
慌
ノ
l
ト
(
一
八
五
七
/
五
八
年
〉
』
寸
『
立
教
経
済
学
研
究
』
、
一
九
六
六
年
七
月
刊
、
二
五

一
:
六
九
ペ
ー
ジ
。
な
お
前
掲
三
宅
『
恐
慌
史
論
』
、
上
巻
、
三
三
五

1
七
ペ
ー
ジ
参
照
)
。

ま
た
、
前
記
の
よ
う
に
新
M
E
G
A
で
の

2
ロ
(
広
田
自
の
執
筆
速
度
を
見
る
材
料
と
し
て
挙
げ
て
い
る
ノ
!
ト
第
四
冊
二
四
ペ
ー
ジ
の

一
八
五
八
年
一
月
か
ら
第
七
冊
五
ペ
ー
ジ
の
一
八
五
人
年
三
月
ま
で
の
期
間
、

つ
ま
り
一
八
五
八
年
一
月
の
は
じ
め
か
ら
二
月
末
ま
で
の

約
八
週
間
に
お
い
て
も
、

マ
ル
ク
ス
は
『
ト
リ
ビ
ュ
ン
』
に
六
本
ほ
ど
の
論
説
を
書
き
送
っ
て
お
り
、
そ
し
て
右
の
「
一
八
五
八
年
の
恐

慌
ノ

l
ト
」
を
つ
け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

」
の
よ
う
に
昼
間
は
別
の
仕
事
に
使
い
|
|
『
ト
リ
ピ
ュ
ン
』

へ
の
論
説
で
生
計
を
維
持
し
て
い
た
の
だ
っ
た

l
i、
夜
の
時
間
で

。
円
ロ
ロ
仏
吋
日
明
国
司
を
書
い
て
い
っ
た
と
す
る
と
二
院
で
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
の
版
で
平
均
「
だ
い
た
い
四
ペ
ー
ジ
半
」
と
い
う
の
は
、
か

(

出

)

な
り
の
速
き
で
あ
る
。
だ
が
マ
ル
ク
ス
は
ノ

l
ト
第
六
冊
を
書
い
て
い
た
こ
ろ
の
一
八
五
八
年
二
月
二
ニ
日
付
ラ
サ

l
ル
へ
の
手
紙
の
な

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
|
|
「
経
済
学
の
仕
事
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
(
呈

o
g
s広
仏
司
書
。
5
5
2
n
v
g
〉
与
巳
円

(
叩
山
〉

印計四日
H
C
、
君
に
知
ら
せ
た
い
。
僕
は
数
カ
月
来
じ
っ
さ
い
、
最
後
の
仕
上
げ
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
(
庁
宮
町
田

Z
E
E
a
仏
ぽ
巴
出
向
日
。

か
で
、

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一
一
九



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一二

O

kr
己
的
知
吋
ず
⑦
訂
正
戸
岡
田
丘
丹
江
巳
問
。
P
Z
O
D
m
窓
口
ロ
ロ
円
。
吋
品
。
吋
白
血
D

e
。
だ
が
事
の
進
み
は
き
わ
め
て
遅
々
た
る
も
の
だ

(
E
o
ω
R
F
O

常
宮

与
2
8
uこ
白
呂
田
同

B
g
g
D
)。
と
い
う
の
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て
研
究
の
主
要
目
的
と
し
て
詰
対
象
が
、
最
後
に
そ
れ
ら
と
決
着
を
つ

け
ね
ば
な
ら
な
い
と
な
る
と
、
た
え
ず
ま
た
新
た
な
側
同
を
現
わ
し
て
、

新
た
な
熟
考
を
必
要
に
さ
せ
る
か
ら
だ

(
ヨ
巾
口
の
巾
伺
ぬ
ロ
印
円
以
口
仏
叩

-
B
B
2
色
。
門
目
。
門
口
O
ロ
o
m
山江円。ロ
N
氏
ぬ

gcHH(目白
G
C
∞
国
内
弘
O
D
M
G
D
m
c
ロ
丘
町
山
O
H
O
D〉
o-

そ
の
う
え
、
僕
は
自
分
の
時
間
の
主
人
で
は

な
く
て
、

む
し
ろ
そ
の
下
僕
な
の
だ
。
僕
自
身
の
た
め
に
は
夜
し
か
残
っ
て
い
な
く
、
し
か
も
肝
臓
病
の
頻
繁
な
再
発
が
こ
の
夜
業
を
ま

た
妨
げ
る
の
だ
」
。

原
一
楢
が
か
な
り
の
速
さ
で
書
か
れ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
し
て
、
こ
の
あ
と
一
カ
月
と
少
々
で
第
一
冊
の
こ

の
下
書
き
的
な
仕
事
が
一
段
落
し
、

な
い
し
と
も
か
く
一
段
落
に
し
よ
う
と
し
て
、
三
月
ニ
九
日
付
エ
ン
タ
ル
ス
へ
の
手
紙
で
「
次
回
の

手
紙
で
は
い
よ
い
よ
第
一
冊
の
骨
組
み
を
君
に
知
ら
せ
て
、
君
の
意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」
(
説
掲
)
と
書
く
に
い

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

右
の
よ
う
に

「
事
の
進
み
は
き
わ
め
て
遅
々
た
る
も
の
だ
」

と
述
べ
て
い
ろ
の
は

マ
ル
ク
ス
が
こ
の

。
門
戸
口
仏
江
田
問
。
に
着
手
し
た
と
き
に
予
想
し
て
い
た
、

(
げ
)

と
い
え
よ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
「
た
え
ず
ま
た
新
た
な
側
面
を
現
わ
し
て
、
新
た
な
熟
考
を
必
要
に
さ
せ
る
」
と
一
一
一
口
っ
て
い
る
点
に
つ
い

内
容
の
う
え
で
の
仕
事
の
進
み
と
、

実
際
の
そ
れ
と
の
ズ
レ
を
一
出
回
っ
て
い
る
も
の

て
は
、

の
ち
に
ま
た
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

(
一
ル
)
こ
れ
を
よ
り
実
感
的
に
す
る
た
め
に
、
句
、
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
の
印
刷
ぺ

l
ジ
で
だ
い
た
い
四
ペ
ー
ジ
半
は
大
月
書
底
刊
の
邦
訳
の
ペ
ー
ジ
数

に
す
る
と
ど
の
程
度
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
だ
い
た
い
五
ペ
ー
ジ
前
後
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
四

O
O字
詰
原
稿
用
紙
に
書
い
た
と
す
る
と
、
一

回

t
一
五
枚
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
百
数
十
日
間
毎
晩
休
ん
だ
晩
が
あ
っ
た
と
す
る
と
一
晩
の
枚
数
は
よ
り
多
か
っ
た
こ
と
に
な
る
|
!
こ
の

速
度
で
、
し
か
も
あ
れ
だ
け
の
内
容
の
も
の
を
書
く
こ
と
は
、
驚
異
的
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
執
筆
速
度
が
こ
う
で
あ
る
こ
と
は
、
。

E
D内
町
山
目
的
巾
の
原
稿
が
ど
う
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
、

か
な
り



考
慮
さ
れ
る
べ
き
一
要
因
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
あ
と
で
述
べ
る
。

(
日
)
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
「
最
後
の
仕
上
げ
」
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
と
書
い
て
い
る
が
、
こ
の
あ
と
一
八
五
八
年
三
月
一
一
日
付
の
同
じ
く
ラ
サ

i
ル
へ
の
手
紙
の
な
か
で
、
第
一
冊
は
「
五
六
ボ

l
ゲ
ン
以
下
で
ま
と
め
る
の
は
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
う
す
る
よ
う
最
後
の
仕
上
げ
の

さ
い
に
守
色
色

2
P
E
g
〉ロ

g吾
氏
門
戸
口
巴
努
力
し
て
み
よ
う
一
(
既
掲
)
と
書
い
て
い
る
。
後
の
手
紙
で
の
「
最
後
の
仕
上
げ
」
は
文
字
ど

お
り
の
最
後
の
仕
上
げ
で
あ
る
が
、
上
の
手
紙
で
「
最
後
の
仕
上
げ
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
の
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
し
て
き
た
こ
と

の
最
後
の
仕
上
け
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
言
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
汀
)
「
事
の
進
み
は
き
わ
め
て
遅
々
た
る
も
の
だ
」
と
い
う
手
紙
を
掲
げ
た
だ
け
で
は
、
マ
ル
ク
ス
が
仕
事
の
進
行
具
合
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
手

紙
の
掲
げ
方
と
し
て
は
片
手
落
ち
に
な
る
の
で
、
こ
の
一
カ
月
ほ
ど
前
の
一
八
五
八
年
一
月
「
一
六
日
ご
ろ
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ

の
つ
ぎ
の
手
紙
を
併
せ
掲
げ
て
お
こ
う
。
「
:
:
:
僕
の
ほ
う
は
三
週
間
来
ふ
た
た
び
薬
の
厄
介
に
な
り
、
や
っ
と
今
日
ま
た
や
め
た
と
こ
ろ
だ
。
夜
業

を
:
:
:
あ
ま
り
や
り
す
ぎ
た
の
だ
。
ぞ
れ
は
そ
う
と
、
仕
事
は
か
な
り
は
か
と
っ
て
い
る
(
C
σ
巴
宮
口
由
民
口
弘
叩
W
F
F
E
Z
円F
由
自
民
項
目
円
5
ロロ問

g)。

た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
利
潤
学
説
を
、
す
っ
か
り
っ
き
崩
し
て
や
っ
た
。
問
題
を
論
じ
る
方
法
で
は

Q
口
弘
司
円
宮

az含

a
g
∞g
与
己
庁
内
出
回
)
、
ほ
ん
の
偶
然
の
こ
と
か
、
り
:
:
:
へ

i
ゲ
ル
の
『
論
理
学
』
に
も
う
一
度
ざ
っ
と
目
を
還
し
た
(
省
庁
骨
円

a
z
R
Z叩
巴
笠
芯
ユ

宮
門
押
印
)
こ
と
が
、
大
い
に
役
立
っ
た
」
。

四

ノ
ー
ト
第
七
冊
六
四
ペ
ー
ジ
の
こ
と

寸
前
を
あ
ま
り
錯
結
さ
せ
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
ノ

l
ト
第
七
冊
の
六
凪
べ

l
ジ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
で
き
た
が
、
こ
と
で

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

一
八
五
八
年
六
月
は
じ
め
に
つ
く
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
七
冊
の
ノ

l
ト
へ
の
索
引
(
」
は
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
の

ω・∞問。
i
∞
告
に
収

録
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の

ω・
∞
呂
の
三
一
一

J
三
三
行
の
と
こ
ろ
に
こ
う
記
し
て
あ
る
。
〉
σロ
ロ
訂
正
戸
市
山
{
凶
四
円
冨
C
H
H
i
N
o
z
a
m
w
吋
町
長
己
注
目
。
ロ

(
流
通
に
お
け
る
鋳
貨
の
摩
滅
)
・
〈
戸
ま
・
ぐ

F
2・〔
ω
・
自
由
主
ョ
。
回
目
〕
・
こ
こ
の
ぐ
口
は
ノ

I
ト
第
七
冊
の
こ
と
で
あ
り
、

2
・

2
は

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
さ



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一一一一一

そ
の
ノ
!
ト
に
マ
ル
ク
ス
が
つ
け
て
い
た
ぺ

i
ジ
で
あ
る
。
ま
た
角
括
弧
内
は
編
集
者
が
く
戸
告
に
つ
い
て
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
の

該
当
ぺ

i
ジ
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

」
こ
で
き
わ
め
て
ふ
し
ぎ
で
あ
る
こ
と
は
、

マ
ル
ク
ス
が
ノ

l
ト
第
七
冊
の
六
四
ペ
ー
ジ
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
来
『
グ

ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
で
の

C
E
Eユ
∞
吉
本
文
の
収
録
に
し
た
が
っ
て
、

ノ
ー
ト
第
七
冊
の
最
後
の
べ

l
ジ
は
六
三
ペ
ー
ジ
だ
と
し
て
見
て

き
た
。
す
く
な
く
と
も
ノ

l
ト
第
一
冊
か
ら
マ
ル
ク
ス
が
書
い
て
き
た
一
連
の
原
稿
で
あ
る
の

2
見
ー
ユ
回
目
と
し
て
は
、

ノ

第
七
冊

の
六
二
一
ペ
ー
ジ
が
最
後
の
ぺ

i
ジ
だ
と
し
て
見
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
「
七
冊
の
ノ

l
ト
へ
の
索
引
」
と
し
て
マ
ル
ク
ス
が
記
し
て
い
る
も

の
の
な
か
に
六
四
ペ
ー
ジ
が
あ
る
と
す
る
と
、
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
で
の
の
吋
ロ
D
a
ユ印目。

の
収
録
は
、

す
く
な
く
と
も
最
後
の
一
ぺ

l

ジ
分
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
こ
の
六
四
ペ
ー
ジ
は
紛
失
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
編
集
者
は

「
索
引
」

の
右
の
箇
所
に
脚
注
を
付
し

て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
、
l
l
l一
〈
戸

E
は
ノ

l
ト
第
七
冊
の
六
四
ペ
ー
ジ
で
の
引
用
文
に
関
連
し
て
い
る

(
ず
巾
N
問。
V
H

∞
-
門
町
山
口
同

o
E
N
E
H
山口町

2
2
ω
σ
-
R
E
号
目
白
色
門
的
〈
口
)
。
i
i
e
注
解
(
〉
口
B
叩
再
ロ
ロ
∞
ぬ
る
を
見
ょ
ー
一
と
ハ

ω・
∞
田
町
下
欄
)
。
そ
し
て
巻
末
の
編

集
者
「
注
解
」

の
と
こ
ろ
で
は
、
「
=
。
吋
自
己
江
凶
器

の
ノ
!
ト
第
七
冊
六
四
ペ
ー
ジ
に
つ
ぎ
の
抜
き
書
き

(〉戸田
N
口
一
む
が
あ
る
L

と

し
て
、

マ
ル
ク
ス
が
の
0
5』君。戸市町伊吉岡
t

富山口
E
P
O
印
ハ
金
秤
量
機
)

と
い
う
小
見
出
し
を
つ
け
て

ロ
0
2
著
の

吋
言
。

s、
芯
に
な
な

A
¥

ish出
廷
に
ミ
き
門
出
同
吉
弘
、
』
ロ
ロ
ミ
め
尽
き
町
内
♂
円

o
E。
P
Z
E
か
ら
抜
き
書
き
し
て
い
る
文
を
英
語
の
原
文
で
掲
げ
て
い
る

3
・
5日
N
i凹
ω)
。

」
の
抜
き
書
き
は
、

コ
ッ
ト
ン
色
。
2
0
D
)

が
発
案
し
た
金
秤
量
機
の
性
能
と
か
、
金
属
以
外
に
牛
や
貝
、
等
々
が
か
つ
て
は
貨
幣
と

し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
と
か
、
金
の
自
然
的
属
性
が
貨
幣
と
し
て
こ
れ
を
使
う
の
に
具
合
が
よ
い
こ
と
と
か
、
金
貨
や
銀
貨
が
人
の
手
か

ら
手
に
渡
る
う
ち
に
ど
の
程
度
摩
滅
す
る
か
と
か
、
な
ど
に
つ
い
て
ド
ッ
ド
が
述
べ
て
い
る
こ
と
を
か
な
り
長
文
に
わ
た
っ
て
抜
き
書
き



し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
編
集
者
は
こ
の
「
注
解
」
で
、

ド
ッ
ド
の
書
か
ら
の
右
の
よ
う
な
マ
ル
ク
ス
の
抜
き
書
き
文
を
掲
げ
た

そ
の
終
わ
り
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
付
記
し
て
い
る
。

ω
-
o
y
o
N戸
仏

O

B
〉
5
N己
ぬ
ぐ
O
ロ
匂
・
〔
円
。
〕
叶
O
M内
門

口

D
Q
Z
O
H
O
-
-
N己
同
・
開
立
件
片
付

E

。
門
口

-
u・
∞

吋

(

〔

一

六

〕

ペ
ー
ジ
の
抜
き
書
き
と
『
経
済
学
批
判
』

八
七
ペ
ー
ジ
の
本
文
お
よ
び
注
と
を
対
照
せ
よ
)
・
こ
の

『
経
済
学
批
判
』

σ〉

日
)
・
笥
は
一
入
五
九
年
版
の
も
の
で
あ
り
、
司
令
芯
版
だ
と
∞
仏
・

5
の

ω・
密
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
本
文
の
な
か
で
、
こ
こ
で
マ
ル
ク

ス
が
抜
き
書
き
し
て
い
る
ド
ッ
ド
の
書
二
ハ
ペ

i
ジ
か
ら
の
引
用
文
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
脚
注
で
ド
ッ
ド
の
こ
の
書
名
が
記
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
『
経
済
学
批
判
』

の
な
か
で
、

こ
の
ド
ッ
ド
の
書
か
ら
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
が
抜
き
書
き
し
て
い
る
も
の
に
関
係
が
あ
る
箇
所

は
、
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
編
集
者
が
挙
げ
て
い
る
右
の
箇
所
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
く

司
令
芯
版
、
だ
と

ω・
出
の
と
こ

ろ
で
も
六
行
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
コ
ッ
ト
ン
の
金
秤
量
機
の
性
能
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
ド
ッ
ド
の
書
に
拠
っ
た
と
い
う
出
典

挙
一
不
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
記
述
は
明
ら
か
に
右
の
ノ

l
ト
第
七
冊
六
四
ペ
ー
ジ
で
ド
ッ
ド
の
書
か
ら
書
き
抜
い
た
も
の
に
拠
つ

て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
六
四
ペ
ー
ジ
は
紛
失
し
て
い
る
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
こ
の
箇
所
は
「
索
引
」
で
指
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
『
経
済
学
批
判
』
の
な
か
で
二
箇
所
で
使
わ
れ
て
い
る
箇
所
な
の
で
あ
る
。

『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
編
集
者
は
、
「
索
引
」
の
さ
き
の
箇
所
に
た
い
し
て
、

い
ま
一
つ
「
〉
σロ
ロ
ロ
ロ
ロ
四
:
・
:
〈
戸

2
・己
51口
町
間
巾
由
門
ユ
E

円

F
O
D
(
線
を
引
い
て
消
さ
れ
て
い
る
と

と
い
う
脚
注
を
つ
け
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
は
前
に
書
い
た
原
稿
を
の
ち
の
原
稿
で
使
っ
た
さ
い
に

そ
の
箇
所
に
線
を
引
い
て
消
し
て
お
く
習
慣
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
索
引
」

は
原
稿
で
は
な
い
が
、

こ
こ
を
使
用
し
た
と
い
う
印
に
線

を
引
い
た
の
で
あ
ろ
う
(
こ
の
「
索
引
」
の
な
か
で
仏
三
岳
湾
問
豆

S
g
と
い
う
脚
注
が
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
か
に
も
多
い
)
。

そ
し
て
右
に

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一一一一一一



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一
二
四

見
た
よ
う
に
、
実
際
に
『
経
済
学
批
判
』
の
な
か
で
こ
の
「
流
通
に
お
け
る
鋳
貨
の
摩
滅
」
に
つ
い
て
の
六
四
ペ
ー
ジ
の
箇
所
は
使
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ノ

i
ト
第
七
冊
の
六
四
ペ
ー
ジ
を
、
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
編
集
者
は
な
ぜ

C
E白
骨
Z
B
の
な
が
に
取
り
入
れ
ず
に
、
六

三
ペ
ー
ジ
の
「
価
値
」
の
草
の
末
尾
で
切
る
こ
と
に
し
と
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
編
集
の
仕
方
は
そ
の
後
の
一
九
六
人
、
六
九
年
の
ロ
シ
ア
語

版
司
令
芯
の
第
四
六
巻
で
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
新
M
E
G
A
の
第
二
部
第
一
巻
は
現
在
ま
だ
こ
の
ノ

l
ト
第
七
冊
の
部
分
を
収
録
す

る
第
二
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
一
冊
で
の

E
E号
∞
ゅ
の
「
主
要
内
容
」
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
、

l
l「EE--

資
本
と
利
潤
に
か
ん
す
る
篇
を
完
成
せ
ず
に
、

マ
ル
ク
ス
は
貨
幣
の
章
お
よ
び
資
本
の
辛
へ
の
種
々
の
補
遺
を
書
く
こ
と
に
移
っ
て
お
り

〔
資
本
と
利
潤
の
篇
は
資
本
の
章
の
「
第
三
篇
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
「
資
本
の
章
」
へ
の
「
補
遺
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
や
や
言
葉
足
ら

ず
で
あ
る
が
、
こ
の
「
第
三
篇
」
よ
り
前
の
部
分
に
属
す
る
補
遺
と
云
ヨ
ノ
つ
も
り
で
こ
う
書
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
〕
、
そ
し
て
最
後
に

(
R
E
5
2
K
Z
、

価
値
の
享
の
冒
頭
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
」
守
・
白
・
。
・
〉
呂
田
門
田
?
吋
四
日
二
-ω
・
ω
0
・
傍
点
お
よ
び
〔

〕
内
三
宅
)
。
し
た
が
っ
て
、
新
M
E

G
A
で
も
の

E
E江
田
由
。
を
「
価
値
」
の
章
ま
で
で
終
わ
り
と
す
る
予
定
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

な
ぜ
こ
う
し
た
編
集
の
仕
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

マ
ル
ク
ス
が
自
分
の
書
い
た
一
連
の
原
稿
に
た
い
し
て
索
引
を
つ
く
り
、

そ
の
索
引
の
な
か
で
指
示
し
て
い
る
ぺ

i
ジ
を
、

そ
れ
が
紛
失
し
て
い
る
の
で
な
く
現
存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
た
マ
ル
ク
ス

が
実
際
に
そ
の
箇
所
を
あ
と
で
使
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
編
集
者
が
そ
の
一
連
の
原
稿
の
な
か
か
ら
は
ず
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
な
ん
と
し
て
も
不
可
解
な
編
集
の
仕
方
だ
と
見
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
こ
で
、
念
の
た
め
ロ
シ
ア
語
版
司
令
芯

の
第
四
六
巻
第
二
冊
に
つ
い
て
見
る
と
、

そ
こ
で
は
「
索
引
」
の
こ
こ
の
箇
所
に
つ
ぎ
の

よ
う
な
巻
末
「
注
解
」
を
付
し
て
い
る
。
|
|
「
ノ

l
ト
第
七
冊
の
六
三
ペ
ー
ジ
で
、
原
稿
『
経
済
学
批
判
』
(
一
八
五
七
一
八
五
人
年
の



草
案
)
は
急
に
中
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
き
わ
め
て
よ
く
書
き
込
ま
れ
た
ノ

l
ト
の
そ
の
後
の
全
ぺ

l
ジ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
著
書
や
定
期

朴
行
物
か
ら
の
抜
き
書
き
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ノ

I
ト
の
六
四
ペ
ー
ジ
に
は
、
摩
擦
に
よ
る
鋳
貨
の
摩
損
に
つ
い
て
の
抜
き
書
き

を
含
む
ジ
ョ
ー
ジ
・
ド
ッ
ド
の
著
書
八
吋
宮
ロ
ロ
ユ

2
5
2
0同

H
E
5
H
q
g
(
H
F
O
K戸
署
ロ
丘
町
ぽ

R
g
V
(円、。
E
o
p
E
E
)
か
ら
の

抜
き
書
き
が
あ
る
」
云
々
と
守
・
印
ω
♂
口
℃
閉
山
富
民
同
向
〉
Z
S
閉山由∞・

既
掲
の
山
本
義
彦
「
ふ
た
た
び
ロ
シ
ア
語
版
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
つ
い
て
」

ω、
三
四
ペ
ー
ジ
参
照
。
傍
点
|
三
宅
〉
。
こ
れ
で
見
る
と
、

ノ
ー
ト
第
七
冊
は
六
三
一
ペ
ー
ジ
で
の
「
価
値
」

の
章
に
つ
づ
い
て
六
四
ペ
ー
ジ

に
ド
ッ
ド
の
書
か
ら
の
抜
き
書
き
が
あ
る
ほ
か
、
こ
の
あ
と
に
も
抜
き
書
き
の
べ

l
ジ
が
つ
づ
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ノ
ー
ト
第
七
冊
の
全
体
が
何
ペ
ー
ジ
か
ら
成
っ
て
い
る
の
か
、
六
四
ペ
ー
ジ
以
下
抜
き
書
き
が
ど
の
く
ら
い
つ
づ
い
て
い
る
の
か
、

そ

う
し
た
こ
と
は
、
新
M
E
G
A
で
は
ノ

l
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
冊
に
つ
い
て
詳
細
を
記
し
て
い
る
の
で
こ
の
当
該
部
分
1
iー
第
二
部
第
一
巻

第
二
冊
ー
ー
が
出
る
と
あ
る
い
は
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

い
ま
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
お
そ
ら
く
、
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
、

ロ
ン

ア
語
版
、

お
よ
び
新
M
E
G
A
の
編
集
者
は
い
す
れ
も
、

」
の
抜
き
書
き
が
か
な
り
の
量
つ
づ
い
て
い
る
の
で
、

」
の
部
分
か
ら
を

何一同
N
0
4
H
宮
内
門
(
抜
き
書
き
帳
)
の
性
質
の
も
の
と
み
な
し
、
原
稿
。

E
Eユ印的。
か
ら
切
り
離
す
こ
と
を
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

想
像
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
さ
い
、
「
索
引
」
で
ノ

l
'
r
第
七
冊
六
四
ペ
ー
ジ
と
記
し
て
い
る
の
は
「
索
引
」
中
の

「
第
二
案
」

の
と
こ
ろ

で
あ
る
が
(
「
索
引
」
は
第
一
案
と
第
二
案
が
し
る
さ
れ
て
い
る
)
、
「
第
一
案
」
は
一
八
五
八
年
五
月
末
に
の

E
D号
ぽ
詰
の
筆
を
置
い
て
六
月

は
じ
め
に
つ
く
っ
た
と
し
て
も
、
「
第
二
案
」

を
つ
く
っ
た
時
期
は
か
な
ら
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
、

と
い
っ
た
考
え
る
加
わ
っ
-
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
六
四
ペ
ー
ジ
を
、
六
四
ペ
ー
ジ
以
下
の
分
と
一
括
し
て
抜
き
書
き
帳
と
し
て
取
り
扱

っ
て
し
ま
お
う
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、

か
り
に
右
の
よ
う
な
考
え
か
ら
切
り
離
し
た
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

や
は
り
六
四
ペ
ー
ジ
の
と
こ
ろ
は
の
吋
ロ
ロ
仏
ユ
回
目
。
の

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一
二
五



『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一
二
六

な
か
に
含
め
な
け
れ
ば
ま
ず
い
。

そ
の
理
由
は
前
述
の
よ
う
に
、

マ
ル
ク
ス
自
身
が
「
七
冊
の
ノ
!
ト
へ
の
索
引
」
と
い
う
表
題
を
つ
け

で
つ
く
っ
た
「
索
引
」
の
な
か
で
こ
の
ぺ

i
ジ
を
指
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、

一
連
の
原
稿
の
な
か
か
ら
こ
の

部
分
を
は
ず
す
こ
と
は
、
遺
稿
編
集
者
と
し
て
の
裁
量
を
な
し
う
る
範
囲
を
こ
え
て
い
る
事
柄
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
の

E
D号
目
的
出
叩
の
前
の
ほ
う
の
な
か
に
も
こ
の
六
四
ペ
ー
ジ
の
ド
ッ
ド
か
ら
の
抜
き
書
き
の
よ
う
な
形
で
い
ろ
い
ろ
な
書
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
文
は
数
多
く
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
点
こ
の
六
四
ペ
ー
ジ
が
の

E
D骨
2
8
の
他
の
部
分
に
た
い
し
て
異
質
で
あ
る
こ

と
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、

ノ
ー
ト
第
七
冊
は
さ
き
の
ロ
シ
ア
語
版
で
の
編
集
者
注
に
よ
る
と
こ
の
あ
と
だ
い
ぶ
つ
づ
い
て
書
か
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
「
京
引
」
の
な
か
で
六
四
ペ
ー
ジ
よ
り
あ
と
の
ぺ

i
ジ
を
指
示
し
て
い
る
箇
所
は
な
い
。

い
い
か
え
れ
ば
、

てず

Jレ

ク
ス
自
身
が
「
七
冊
の
ノ

l
ト
」
と
し
て
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
範
囲
は
、
自
に
見
え
る
材
料
で
知
り
う
る
か
ぎ
り
で
は
、
六
四
ペ
ー
ジ

と
ま
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
最
後
に
い
ま
一
つ
。

こ
れ
は
記
し
て
お
く
ま
で
も
な
い
自
明
な
こ
と
で
あ
る
が
、
「
索
引
」

の
こ
こ
を
マ
ル
ク
ス
が
書
い
た

と
き
に
は
ノ

l
ト
第
七
冊
の
す
く
な
く
と
も
六
四
ペ
ー
ジ
の
こ
の
箇
所
は
ー
ー
し
た
が
っ
て
六
三
ペ
ー
ジ
の
「
価
値
」
の
箇
所
も
と
い
う

こ
と
に
な
る
|
|
i
す
で
に
書
い
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
六
一
二
ペ
ー
ジ
は
「
索
引
」
で
指
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
索
引
づ
く
り
の
前
に

書
い
た
も
の
か
ど
う
か
は
「
推
測
」
が
で
き
て
も
「
確
定
」
は
し
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
六
四
ペ
ー
ジ
が
「
索
引
」
で
|
|
前
記
の

よ
う
に
第
二
案
の
な
か
で
は
あ
る
が
|
|
指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
も
か
く
こ
れ
が
「
確
定
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(

叩

叫

)

仏

C
R
Y
四叩由主口

7
8
と
い
う
脚
注
は
百
戸
出
品
だ
け
で
な
く
く
戸
色
に
も
及
ん
で
い
る
が
、
こ
の
ノ
l
ト
第
七
冊
六
一
ペ
ー
ジ
の
箇
所
も

『
経
済
学
批
判
』
で
使
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ノ
l
ト
第
七
冊
六
一
ペ
ー
ジ
は
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』
で
は

ω・
叶
留
の
三
二
行
白
か
ら

ω
・叫由。

の
終
わ
り
の
四
二
行
目
ま
で
で
あ
る
が
、
こ
の

ω・弓
O

の一一一

1
九
行
で
掲
げ
て
い
る
匿
名
者
の
書
吋

a

言
。
ミ
S
ミ

「

F
Eミ
高
官
民

S
E
か
ら
の

引
用
文
が
、
『
経
済
学
批
判
』
司
有
ぞ
版

ω
・
3
の
本
文
中
で
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
た
い
す
る
脚
註
の
と
こ
ろ
で
、
こ
の
匠
名
者
著
の
書
名
お
よ



ぴ
ぺ

I
ジ
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
脚
注
で
は
そ
れ
と
と
も
に
、
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』

ω・
3
申
の
四
一

1
四
四
行
で
記
し
て
い
る
ガ
ル
ニ
エ

(の出
g
h
O
3
の
書
か
ら
の
引
用
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
グ
ル
ン
ト
リ
ッ
セ
』

ω・斗
g
一
九

1
二
五
行
の
と
こ
ろ
で
そ
リ
ソ
ン
(
宮
R
江
田
口
口
)

の
一
八
三
七
年
の
書
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
の
ソ
ヴ
リ
ン
金
貨
の
最
軽
量
自
の
規
定
を
引
い
て
い
る
が
、
『
経
済
学
批
判
』
で
は
こ
れ
を
引
用
の
形
を
と

ら
ず
に
戸
浬
の
本
文
中
で
記
し
て
い
る
。

な
お
右
の
ソ
ヴ
リ
ン
金
貨
の
最
軽
量
日
の
規
定
に
つ
い
て
、
右
の
の
ヨ
ロ
門
]
円
5
8
で
の
引
用
文
で
は
ソ
ヴ
リ
シ
金
貨
が
「
C
・
七
七
四
グ
レ
ー

ン
以
上
(
ヨ
岳
門
田
]
目
。
・
コ
品
開
吋
白
山
口
叩
)
」
重
さ
に
不
足
が
生
じ
た
さ
い
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
経
済
学
批
判
』
の
ほ
う
で
は
こ
こ
が
、
「
0
・
七
四

七
グ
レ
ー
ン
以
上
ハ
g
o
F門田
Z
0
・叶

h
o
sロ
)
」
重
さ
を
失
っ
た
ソ
ヴ
リ
ン
金
貨
は
、
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
金
本
位
制
を
法
制
的
に
確

立
し
た
の
は
一
八
一
六
年
の
「
ゴ
ー
ル
ド
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ア
ク
ト
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
も
と
で
は
、
ソ
ヴ
リ
ン
金
貨
の
標
準
重
量
は
二
コ
ニ

-
一
一
七
回
グ
レ
ー
ン
、
法
貨
と
し
て
の
最
軽
重
量
は
コ
ゴ
了
五
グ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
〈
b
r
$苫
白
ミ
ミ
N
Vと
な
た
と
町
内
包
き
君
子

E-
ず
可
河
・
回

目出向日目白

HU
丘四
5
4
P
4
0
H
-
F
H
由
民
の
〉
可
富
山
。
ロ
の
項
に
よ
る
〉
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
は
、
「

0
・
七
七
四
グ
レ
ー
ン
以
上
」
失
っ
た
さ
い
と
い

う
の
が
正
し
い
。
つ
ま
り
『
批
判
』
の
数
字
の
ほ
う
が
-
誤
り
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
転
記
の
さ
い
に
ミ
ス
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
こ
の
あ
と
「
価
値
」
と
越
す
る
断
章
の
性
質
に
つ
い
て
少
々
記
し
、
ま
た
新
M
E
G
A
第
二
部
第
一
巻
第
一
冊
で
の
一
編
集
者
「
序
文
」
の
記

述
に
た
い
す
る
若
干
の
疑
問
を
記
し
て
、
の

E
Eユ
回
目
。
に
つ
い
て
の
部
分
を
終
わ
り
と
し
、
つ
ぎ
に
移
る
こ
と
と
す
る
。
一
九
七
七
年
五

月。〉
(
追
記
。

l
l本
稿
四
で
述
べ
た

/
l
ト
第
七
冊
六
四
ペ
ー
ジ
の
件
に
つ
い
て
は
、
本
稿
を
印
刷
に
屈
し
た
の
ち
、
こ
の
第
七
冊
は
計
二
七
七

ペ
ー
ジ
の
通
し
ベ

l
ジ
を
も
っ
膨
大
な
冊
で
あ
る
こ
と
、
等
々
が
分
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
稿
で
「
補
記
」
と
し
て
記
し
て
お
く

こ
と
と
す
る
。
)

『
資
本
論
』
準
備
原
稿
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

一
二
七




